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層知恵の言葉 として知 られる啓示 は今か ら約150年 前 に与えられた。

本号で は教義 と聖約89章 の啓示 と，その教 えに従 う者 に与えられる

数 々の祝福 ，現代 の医学者の見地 などを学ぶ。知恵の言葉に従 う末

日聖徒 の多くは長寿を保ち ，人生 を楽 しんでいる。
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知識を知恵に
第一副管長

マ リオ ン ・G・ロム ニー

何
年か前ある人が，アメリカ海軍将校

ド

で あ り， 北極 探検 家 で あ った ロバ ー

ト ・ピア リー の極点 へ の旅 に関 す る記事 の

中 で，今 の時代 に も通 ず る重 要 な事 柄 を述

べ て い ま した。

「この旅 行 で 〔ピア リー は〕 日が 出て い

る内 は北極 へ進 み続 けた。 夜 に な って， そ

の 時 の緯 度 を測 定 す るた め に， 到達 地 点 の

位置 を確 認 し， 彼 は非 常 に驚 いた。 朝 い た

地 点 よ り もはるか に南 だ った ので あ る。

1日 中北 に 向か って進 んで いた と思 って

い た のだが ，彼 が走 って いた の は大 きな氷

山 の上 だ った。 そ して そ の氷 山 は海 流 に よ

って南 へ流 され てい たの であ る。

皆 が この氷 山の上 にい て， あ る方 向 に進

ん でい るの に， 基盤 その ものが 着 実 に別 の

方 向へ進 んで い る とい うよ うな こ とを， 私

は時 々 思 う こ とが あ る。

我 々 は驚 異的 な ス ピー ドと勢 い で発明 発

見 への道 を進 んで い る。 それ は ピア リーの

極点 征 服 も色 あせ る ほ どの もので あ る。 医

学， 工 業技術 ， 食糧 供給 ，機 器 ，研 究技 法，

製法 な どの面 での ， この50年 間の進 歩 は そ

れ以 前 の500年 の進 歩 を上 回 る もので ある。

しか し， 同時 に，我 々が 足 を置 い てい る

基盤 その もの は，海 流 に流 されて ，着実 に

後退 して い るか に見 え る。 そ れで も，社 会

的 な潮 流 は理解 す る には あ ま りに深 く大 き

過 ぎて ， それ を抑 え る こ とな ど， なお さ ら

不可 能 で あ る。

我 々 は歴 史上 の この 時期 にお ける人類 の

状態 の緯 度 を知 るた めに， 自位 置 を測定 し，
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自分 たちが 父や 祖 父の 時代 よ り 『は るか に

南 』 にい る こ とを知 って， ピア リー以上 に

驚 き， 度 を失 って い る。

20世 紀 もす で に3分 の2を 経 て い るが，

その歩 み は，19世 紀 の夢 や 目標 か らの大 き

な逆行 を証 言 して い る。我 々 は今 ， 自然 を

征 服 し，人類 の将来 を左 右 す る力 を持 つ新

たな技 術 を手 に しなが ら所 期 の 目標 か らさ
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これ まで に，か つ て ない進 歩 を遂 げ， 現在

もその進 歩 を続 けて い ます 。 これ らの分野

に お け る知 識 の集 積 速 度 は非 常 に早 く，

人 々 はほ とん どそ れ に追 い付 け ない状 況 に

あ ります。 しか し， それ らの知 識 の多 くは

実用 に移 され， 実際 に私 た ち の生活 様 式 を

変 えて い ます。

別 の分 野 での知 識 の伸 長 もあ ります 。人

間の個 人 的 な行 動，対 人 関係 な どに関 す る

知 識 で す。 しか し残念 な こ とに， この領 域

で獲得 した知 識 は先 の例 の よう に有 益 な 目

的 の た め に応 用 され て いな い よ うで す。 そ

の良 い例 が，肺 ガ ン発 生 率 を非常 に高 め る

とい う事 実が あ る に もか が わ らず， 一 向 に

や む こ との ない喫 煙 の習慣 です。 家 族 関係1

とい う分野 で も，そ の例 を挙 げ る ことが で

き ます。離 婚 の原 因， それが もた らす害 悪

につ いて は， すべ て の人 が知 ってい ます 。

また結婚 生 活 の カ ウ ンセ ラ ーや福 祉機 関 な

ど も， 非常 に多 くの働 きを して い ます。 に

もか かわ らず， 離婚 率 は今 なお上 昇 の一途

をた どってい ます。

これ らは，「歴 史上 の この時期 にお け る人

類 の状 態 の緯 度 を知 るた め に， 自位 置 を測

定 し， 自分 た ちが 父や祖 父 の時 代 よ り 『は

るか に南 』 にい る こ とを知 って， ピア リー

以上 に驚 き，度 を失 って い る」 とい う判 断

の裏 付 け として引 き合 い に出 され る多 くの

事例 の 中の ふ たつ に過 ぎませ ん。

さて， 私 が これ まで に述 べ て きた のは，

別 に 目新 しい ことで はあ りませ ん。 現代 の
へいそく

閉塞 的 な状況 は多 くの人 が認 めて い る とこ

ろ であ り， これ まで に も数 多 くの解 決案 が

提 唱 されて きま した。 国際連 合 に希 望 を託

す人 もい ます。教 育 こそ問題 解 決へ の鍵 だ

と言 う人 もい ます。 また，経 済 に関 す る知

識 だ とい う人 もいれ ば， 軍備 だ と言 う人 も

い ます。

これ らの提案 が それ ぞれ に効 能 を有 して

い る こ とは疑 いあ りませ ん。 しか し私 の考

え で は これ らの どれ ひ とつ ， またすべ て

を一 緒 に採 り上 げ た として も， 致命 的 な弱

点 を直 す 、ことはで きないで し ょう。 なぜ で

し ょうか。 それ は これ らの提 案 の 中 には，

故 意 にか偶然 にか， その弱 点 に対 す る考 慮

が な されて な いか らで す。 すで に述 べ た よ

うに， その致 命 的 な弱点 とは個 々人 の行 動

や，地 域 的， 国 家的 ， 国際 的 レベル での人

間関係 に関 す る知 識 を有 効 に応用 す る力 が

ない とい う点 で す。 前 にタバ コの例 を挙 げ

ましたが ， 多 くの人 を俗 的 な生活 の 中へ巻

き込 んで い る不道 徳 な行 な い につい て も同

じで す。

程度 の差 はそ れ ぞれ に違 い ますが， 同 じ

ことが 正直 とい うこ とを初 め，他 の道 徳 的

な原則 につ いて も言 え ます。世 の多 くの人

人 は， 人 を と りこにす るサ タ ンの教 え につ

い て知 って い る ことを，知 恵 を もって実践

に移 して い く力 を少 しも持 って い ませ ん。

彼 らは， 自分 の力 の用 い 方 とい う点 にお い

て ， ま るでか え るの よ うな反応 を示 し ます。

急 に熱 い お湯 の 中 に入 れ られ たか えるは，

す ぐにそ こか ら飛 び 出す そ うです 。 ところ

が， 水 の 中 に入 れ て， そ の器 を ス トー ブ の

上 にか けてお く と， 煮 えたて られ て死 ぬ ま

で， その 中 にい続 け る とい う こ とです。 道

徳 の問題 で ， 多 くの人 々 はか な り熱 くな っ
つ

て い るお湯 の 中 に漬 か っ てい るの で はない

で し ょ うか 。

多 くの人 々が ，私 た ちの た った ひ とつの

希 望 は， 神 とその戒 め に立 ち返 る・ことだ と，

正 しい指 摘 を して い ます。例 えば チ ャール

ズ ・リン ドバ ー グ は若 い頃 に は， 「科 学 は人

間 よ り も神 よ りも大切 」で， 「高度 に発 達 し

聖徒の道/1983年11月 号 3
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アメリカの飛行家チャールス ・リンドバーグはこう言って

います。「現代人は科学の物質的な力を，神の霊

的な真理によって方向づけなけ

ればなら1ない。」
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た科学 が な けれ ば，生 存 の ため の力 を持 つ

こ とがで きない」 と考 えて いた と言 ってい

ます。 しか し，第 二次 世界 大戦 後 に ドイ ツ

を訪 れた彼 は，か つ て世界 の科学 の 先頭 に

立 ってい た その国 が， 爆撃 に よって受 けた

被害 の有様 を 目の当 た りに し， こう言 って

い ます。 「私 は 〔そ こで〕，人類 が 生 き延 び

て い くには，現 代 人 は科学 の物 質 的 な力 を，

神 の霊 的 な真 理 に よっ て方 向づ け な けれ ば

な らない とい う こ とを学 んだ。」(ノ～6召吻 湾

Z)勾召s云，Febfuary1964，pp.95-96)

もち ろん私 た ち は こう した考 え に同意 す

る もので す。 しか し， こ う した考 え も， タ

バ コ と肺 ガ ン につい て の統 計 的 デー タや 離

婚 や道 徳 的堕 落 に関 す る報告 と同様 に， 具

体 的 な成 果 とな って表 わ れ てい ませ ん。 そ
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の よ うな行 な い をす る人々 は，「信 心深 い様

子 を しなが らその 実 を捨 て る者 」(IIテモ テ

3：5)な の です 。 これ らの統 計 の数 値 も

報 告書 も， 一人 一 人 の習慣 を変 えた り，道

徳 や理 性 の面 にお ける確実 な低 下 を食 い止

め る こ とは あ りませ ん。

私 は人 間が手 に して い る膨 大 な知識 ，物

質 面 での進 歩 ，未 解決 の 問題 ，道 徳 の低 下

につ いて考 えた結 果， 現代 の様 々 な問題 は

知識 の不足 よ り も，知 恵 の不 足 に大 き くそ

の原 因 を発 して い る とい う結 論 に達 し まし

た。私 た ちが今 本 当 に必 要 として い るの は，

何 が知 識 を知 恵 に変 え るのか を知 り， それ

を身 につ け る こ とで す。

ある辞典 は，知 識 とは 「理 解 す る こ と，

認 識 す る こ と，知 って い る事柄 」，科 学 とは

「特 に 自然界 の法 則 な どを組 織体 系 化 した

正 確 な知 識」， また情 報 とは， 「特 に読書 ，

観 察 な どを通 して，伝 達 ，取 得 す る知識 」

で あ る と定義 して い ます。 そ して， それ ら

と区別 され る知 恵 につ い て は， 「特 に実 生

活， 行動 面 にお い て，物 事 を正 し く判 断 し，

対処 してい く能 力」 と定 義 して い ます。 今

の時 代 が堕落 しつ つあ るの は， この能力 が

不足 して い る ところ に原 因 が あ ります。 知

識 を知恵 に変 え る この能 力 の発 達 は， 主 の
と も

教会 の一 員 とな り， 聖 きみた まを伴 侶 と し，

そ の導 きを受 け る人 々 に祝福 のひ とつ と し

て与 え られ る もの です 。

知 識 が 「理解 す る こと，認 識 す る こと，・

知 っ てい る事 柄 」 で あ り， 知恵 が 「特 に実

生活 ，行 動 面 にお い て，物事 を正 し く判 断

し，対処 して い く能 力 」 で あ る とす れ ば，
い きよ

知恵 は知 識 を基 とし， 知識 に依 拠 して い・る

とい う こ とにな ります 。

モル モ ン経 は特 に， 神 の知 恵 を その知識

に関連付 けて述 べ て い ます。人 を救 うため

の神 の計 画 に関連 して， リー ハ イは こう書

い て い ます。「万物 は万 物 を知 る者 の全 智 に
よ な じ

由 って成 った 。」(II二 一 フ ァイ2：24)神

の 完全 な知 恵 が， 万物 へ の知識 に よって成

った もの で あ るよ うに，人 間 の知 恵 も， そ

の知識 の上 に成 り立 つ もの です。 しか し人

間 は すべ ての 事柄 を理 解 してい ない ため に，

前 に も述 べ ましたが ，無知 の部 分が かな り

あ り，知 恵， す なわ ち 「実生 活 ，行動 面」

での …… 〔既 知 の〕知 識 に欠 けた ま まの状

態 にあ ります。

人 間 は大 き く分 けて， ふ たつ の点 で知 恵

に不 足 して い ます。 第1は 万 物 を理解 して

い るわ けで は ない とい う点， 第2は ，既得

の知識 を最大 限 に活 用 す る能 力 を持 ってい

ない とい う点 で す。

で は， 進歩 向 上 の望 み はあ るの で し ょう

か。 あ ります。 ひ とつ の道 が確 か に あ りま

す。 そ の道 とは，生 ける真 の神 を知 る こと

です 。

詩 篇 の作者 は その答 えを，「主 を恐 れ る こ

とは知恵 の は じめで あ る」(詩 篇111：10)

と述 べ て い ます。私 は こ こで用 い られ てい

る 「恐 れ る こ と」 とい う言 葉 につ い て少 し

調 べ ま したが， それ は決 して恐 怖 感 とい う

意味 で は ない こ とを， はっ き り申 し上 げた

い と思 い ます。 詩 篇 の作 者 が この言葉 を用
い けい

い て表 現 しよ う としたの は 「畏敬 」 の念 な

の です 。辞 書 の 中で も 「恐 れ 」 の定義 の ひ

とつ として， 「畏敬 」とい う ことが 書 かれ て

い ます 。 です か ら， もっ と分 か りや す く書

けば，「主 を恐 れ敬 う こ とは知 恵 の は じめで

あ る」 とい う こ とにな ります。

畏敬 の念 ， す なわ ち深 い敬 度 な思 い とい

う こ とにつ いて少 し考 えて み ま し ょう。 こ

こに言 う 「深 い ゴ とは心 の底 か らの とい う

意 味 です 。敬 度 は真 の宗教 の核 とな る もの
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です。本 当 に敬度 な人 とば，神 と神 にか か わ
うやうや

りの あるす べて の もの に対 して恭 しい 態度

を もって，心 か らの礼拝 を行 ない， 神 を愛
ゆだ

し， 信頼 し， 祈 り， 自分 を委 ね ，霊 感 を受

ける人 です。 主 の霊感 は神 に対 して心 か ら

の敬 度 な思 い を持 つすべ て の人 に与 え られ

て きま した し，今 も与 え られ てい ます 。

知 恵 の重 要 な働 きの ひ とつ に，正 しい判

断 をす る とい う こ とが あ ります 。正 しい判

断 をす る時 に主 か ら与 え られ る霊感 は，無

知 ，す なわ ち知 識 の足 りな い点 を補 って く

れ ます。 実 際 にそ うい・う ことが よ くあ りま

す 。例 えば，、ま った く初 めて の土地 に来 て，

あ る交差 点 に来 た人 がい る とし ます。 どち

らへ進 んだ ら良 い のか藪 っ た く分 か りませ

ん。 そ うい う場 合 で も，，神 の霊 感 を受 ける

之 とが で き ます。 そ して ， まるで すべ て を

知 り尽 くした人 の ように， 正 しい決 定 をす

る こ とがで きるの です。な ぜ で し ょ うか。

神 が すべ て を御 存 じだ か らで す。神 か ら与

え られ る霊 感 は，完 全 な知 恵 のひ とつ の表

われ なので す。

神 か らの霊感 は知 識 の不 足 を補 って くれ

るだ けで な く， 自己訓練 を通 して ，個 人 的

な行動 ，対 人関 係 の面 で も，知 識 と して知

って い る最 も高 度 な標 準 に従 うよ う励 ま し

を与 えて くれ ます 。別 な言 い 方 をす る と，

それ は私 たち に，知 恵 と知 識 の区別 を判 断

す る力 を与 えて くれ るの です。

確 か に詩 篇 の作者 の，畏 敬 の念 は 「知 恵

の は じめであ る」 とい う言 葉 は霊 感 に よっ

て与 え られ た もの です 。

言 うまで もない こ とで すが ，未知 の もの

に対 して敬 度 の念 を抱 くこ とはで き ませ ん。

逆 に言 う と，神 に対 して最 も深 い畏敬 の念

を持 って い る人 は，神 を最 もよ く知 って い

る人 とい うこ とにな ります 。

問題 全 体 を要 約 す る と こうい う こ とで す。

つ ま り， 今 の世 の 中 に知 恵 が不 足 してい る

の は，人 々 が神 を知 らな いか らな ので す。

神 を宣 べ伝 えてい る人 々 に して も，全 部が

全部 ，神 を知 って い る とは言 い切 れ ない状

態 です。 神 を知 らな い内 は，他 の知 識 を ど

れ ほ ど多 く得 て も心 の混 乱 が続 き ます 。

すべ て を御存 じの主 は， 今 の世 の 中 を予

見 し， は るか昔 ，予 言 者 イザ ヤ を通 して，

この時代 の人 々 につい て， 次 の よ うに宣言

され ま した。「賢 い人 の知恵 は滅 び，さ とい

人 の知識 は隠 され る。」(イ ザ ヤ29：14。 二

一 フ ァイ27：26参 照)主 は現代 にお いて
，

この ことを確認 し，人 の知 恵 は滅 び， 悟 り

は価 値 の ない もの に な った と語 って お られ

ます。 そ して， 人 々が 知恵 を無 くし， 主 を

捨 て た理 由 を，次 の よ うに具体 的 に挙 げて

い ます。
うち た

「彼 らは主 の義 を打建 て んた めに主 を求

めず して， あ らゆ る者 お のが心 の ま まに振

舞 いお のれ らの神 の姿 を求 むれ ども， その
かたち

姿 は人 の 世 の 像f一 … な り。」(教 義 と聖 約

1：16)

主 は また，知 恵 の ない人 々 が行 き着 く先

を，繰 り返 し明確 に教 えてお られ ます。私

は ， その行 き着 く先 は，決 して心 安 まる所

で も， 楽 しい所 で もない と， は っ き り申 し

上 げ てお きた い と思 い ます。

もし人 が 自分の 生涯 にお いて知 恵 を求 め

た い と思 うな ら， まず 第一 に，主 を求 めて，

「主 の義 を打建 て」 な けれ ばな りませ ん
。

そ して 自分 に罪 が あ る こ とを 自 ら悟 る必 要

が あ ります。 そ して真 心 か ら正 直 な 目的 を

も って，主 を呼 び求 め るので す。(II二 一 フ

ァイ31：13参 照)「求 め よ，そ うす れ ば，与 え

られ るで あ ろ う」(マ タ イ7：7)と い う言

葉 は昔 も今 も変 わ る ことの ない公 理 で あ り，
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約 束 で す。 ほか に方 法 は あ りませ ん。 そ し

て これ を行 な うな ら，神 を知 る知 識 へ と導

かれ る こ とで し ょう。 そ して， そ の知識 が

元 にな って， 詩 篇 の作 者 が知 恵 の初 め と言
い けい

っ た 「畏 敬 の念 」が 湧 いて くるの です。

神 は人 類 を この脱 出 口 に導 くた め に，今

の神 権時 代 に再 び， 御 自身 と蹟 い主 な る愛
あら

子 イエ ス ・キ リス トを顕 わ し，神 を知 りた

い と願 う人 が歩 まな けれ ばな らな い道 を，

自ら啓示 して下 さい ま した 。 まず最 初 に私

た ちは， 主御 自身が 定 め られ た方法 ， つ ま

り， 祈 り と，現 代 と古代 に与 え られた神 の

み言 葉， 特 に現 代 の啓示 を学 ぶ こ とに よっ

て， 神 を求 め な けれ ばな りませ ん。 祈 りを

し， 聖典 を学 ぶ な らば， 永遠 の父 な る神 と

御 子 イ エ ス ・キ リス トの信仰 に導 かれ ます 。

第二 段 階 は悔 い改 めで す。 そ して， 信仰 と

悔 い改 め の後 に くるの がバ プ テス マで あ り，

続 いて 聖霊 が付 与 され ます 。 イエ ス ・キ リ

ス トの福 音 に定 め られ た これ らの第 一 原則

と儀 式 を受 け入 れ， それ に従 い，神 の 戒 め

を守 り通 すな らば， 神 を頭 の 中で理 解 す る

だ けで な く， みた まを通 して理 解 す る こ と

も可 能 に な るので す。 それ は知 恵 の始 ま り

と言わ れ る畏敬 の念 を基 とし て与 え られ る

もので す。 こ うして与 え られ る知恵 は，個.

人 的 な問題 の解 決 へ と導 いて くれ ます 。 し

か し，さ らに多 くの人 が この知 恵 を得 るな ら

ば， 今 の時代 が 直面 して い る大 きな問 題 を

解決 す る こと もで きるの です。

私 は，知 恵 を養 う ことは， この教 会 の会

員 が 目標 とすべ き非常 に重 要 な事柄 で ある

と，強 く訴 えたい と思 い ます。 私 た ち は，

主 の霊 感 を通 して与 え られ る知 恵 の重 要性

を理 解 す る こ とが で きな けれ ば， 高価 な真

珠 を見 失 って しま うこ とに な るで し ょう。

私たちがそれを見失うことなく，その大切

さを心に刻み込むように願 うものです。

ホ ー ム テ ィ ー チ ヤ ー ヘ の提 案

担 当家 族 との話 し合 いの 中で ，以下 の点

を強 調 す る とよい で し ょう。

1.

2.

3.

4.

5.

現代 の様 々 な問 題 は知識 の不 足 よ りも，

知 恵の 不足 に多 くの原 因 を発 して い る。

私 た ちが今 本 当 に必 要 と して い るの は，

何 が知 識 を知恵 に変 え るのか を知 り，

それ を身 につ け る こ とで あ る。

神 を知 らない内 は，他 の知 識 を どれ ほ

ど多 く得 て も心 の混乱 が続 く。

知 識 を知 恵 に変 え る この能 力 の発達 は，

聖 霊 の導 きを受 け る こ とに よっ て得 ら

れ る祝 福 であ る。

主 に対 す る心 か らの 畏敬 の念 は知 恵 の

始 ま りで ある。

知 恵 の重 要 な働 きの ひ とつ に，正 しい

判 断 をす る とい う ことが ある。正 しい

判 断 をす る時 に主か ら与 え られ る霊感

は， 無知 ， す なわ ち知識 の不 足 を補 っ

て くれ る。 神 か ら与 え られ る霊感 は，

完全 な知 恵 の ひ とつの 現わ れで あ る。

話し合いを進めるために
1.

2.

3.

主 か ら知恵 を授 か る こ とにつ いて， 自

分 が感 じて い る ことを話 す。家 族 に も

感 じて い る ことを話 して もら う。

この メ ッセ ー ジの中 に， 家族 に読 んで

もらっ た り， 話 し合 った りす る とよい

聖 句 や言 葉 はな いだ ろ うか。

訪 問 す る前 に， 家長 と話 し合 ってお く

必 要 はな いだ ろ うか。定 員会 指 導者 や

監督 か ら家 長 に あて られ た メ ッセ ー ジ

はな いだ ろ うか。
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年前に授けられ
た健康の律法

ジュ リー ・アバ ン ト

教
会 初期 の頃 か ら幾 多 の末 日聖 徒 の生

活 に影 響 を及 ぼ して きた知 恵 の 言葉

は， 約150年 前 に授 け られ た啓示 で あ る。

こ との始 ま りは，1833年 ，オ ハ イオ州 カ

ー トラ ン ド
。 タバ コの汚 れ が染 み付 き， も

う もうた る煙 が こ もる部 屋 での こ とで， エ

マ ・ス ミスが 夫 の予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス

に， 主 に うかが い を立 てて欲 しい と促 した

のが発 端 とな った。 その答 え と して与 え ら

れた のが ，現在 の教義 と聖約89章 ， す なわ

ち知恵 の 言葉 と して知 られ る啓 示 で あ る。

知 恵 の言 葉 は初 めか ら教 義 と聖約 の89章

に収 め られ て いた わ けで はな い。1835年 版

の教 義 と聖 約 で は80章 に，1845年 版 では81

章 に収 め られ てい た。89章 にな った の は，

1876年 版 以後 で ある。 この戒 め は，過 去1

世紀 半 の間 ，教 会員 に長 命 と， 健全 な生活

とを もた らして きた。

1868年 にブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 は こ う

語 って い る。「私 はその 時 そ こに いて直 接 目

撃 した わ けで は ないが ， すべ ての教 会員 と

同様 ，知 恵 の 言葉 が与 え られ て いる元 とな

った様 々 な背景 を知 って い る。」

そ してヤ ング大管 長 は，予 言者 ジ ョセ フ・

ス ミス とその妻 エ マが ，ニ ューエ ル ・K・

ホ イ ッ トニ ー の店 に隣接 す る部 屋 に住 んで

い た時 の こ とを話 して い る。彼 らの台所 は，

ジ ョセ フ ・ス ミスが 啓示 を受 け，最初 に予

言者 の塾 と して，兄 弟 た ちに教 えを与 えた

部 屋 の下 にあ った。

「兄弟 た ちは11×14フ ィー トほ どしかな い

小 さな部 屋 で開 かれ る塾 に出席 しよ うと，

は るば る数百 マ イル の旅 を して や って きた。

そ して朝食 の後 で この部 屋 に集 った時 ，彼

らは まず タバ コに火 をつ け た。 そ して タバ

コの煙 の 中で神 の王 国の偉 大 な教 義 を語 り

合 ったの で あ る。 部屋 中 至 る所 にタバ コの

煙 がた だ よ って いた ので あ る。 パ イ プの タ

バ コが な くな るや ，今 度 はか み タバ コであ

る。 この よ うな状 態だ か ら，予 言者 が講 義
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を しに部屋 に入 る と，部 屋 の中 が煙 で かす

んで い る こ とが しば しばあ った。

この こと と，彼 の 妻が 床 が非常 に汚 れて

いつ ，も掃 除 を しな けれ ばな らない と不平 を

こぼ した こ とか ら， 予言 者 は この件 に つい

て思 い をめ ぐら し， 長老 た ちが タバ コをす

うこ とに関 して 主 に伺 い を立 てた。 そ の結

果 下 され た のが知 恵 の言 葉 として知 られ る

啓 示 で ある。」(ル%7㎜ 」ヴ 撚60%鴬6s，Vo1。12，

P.158)

しか し，1800年 代 初期 の社 会 生活 や商 取

引上 の習 慣 は，決 して知 恵 の言 葉 に対 す る

良 い土壌 とは言 えなか った 。酒 ， タバ コ，

コー ヒー，紅 茶 な どは必 需 品 と考 え られ，

取 り引 きの た めの手 段 として用 い られ る こ

と もよ くあ った。

契 約 に応 じ， ウイス キー ， タバ コ， コー

ヒー，紅 茶 な どが賃 金 や債務 の支払 い の一

部 に 当て られ る こ とも少 な くなか った 。開

拓者 た ち は，草 原 の野生 動物 や数 多 く飼 育

して いた牛 の 肉 に， 毎 日の食 生 活 のか な り

の部 分 を依存 して いた 。 したが って， あ る

人 た ち に とって， 肉 を控 え るよ うに とい う

新 しい啓 示 を受 け入 れ るの は困難 な ことだ

った ので あ る。

多 くの人 々 は， ヤ ング大 管長 が総 大 会 の

席上 公 式 に宣言 した1851年9月9日 まで，

その啓 示 を戒 め と して は考 えて いなか った。

(〃1づIJ6，z%勿JS如7，Feb.1，1852〉 しか し，

ジ ョセ フ ・ス ミスは 「教 会 歴史 」第2巻 ，

482ぺ 一 ジの 中で，1837年5月28日 の教 会 の

総大 会 にお い て，会 員 た ち は 「知 恵 の言葉

をその 言葉 通 りに守 ろ う としな い人 や ，守

ってい な い会員 とは， 交 わ りを持 た ない と

聖徒の道/1983年11月 号

150年 前に授けられた健康の律法

満 場一 致 で決 議 した 」 と書 いて いる。

ジ ョー ジ ・Q・ キ ャノ ン副 管長 は1892年

11月15日 の 「ジ ュー ブ ナイ ル ・イ ンス トラ

ク ター」の記事 の 中 で，多 くの教 会員 が「幸

福 や健 康 ，体 力 の維 持 に関 す る これ らの律

法 の 重要 性 を認識 して」 い なか った ようで

あ る と述 べ，さ らに こう続 けて い る。「古 く

か らの習 慣 が彼 らに染 み付 いて いて， それ

をぬ ぐい去 る のは困 難 な こ との ように思 え

た。」

キ ャノ ン副管長 は その後 で， こう約 束 し

て い る。「神 の民 が心 身両 面 で，地 上 の あ ら

ゆ る民 に秀 で た者 とな る には， まだ 時 を待

た な けれ ばな らな いが ……私 た ち は他 の民

が受 けて い る と思 われ る よ り大 きな守 りを

約 束 され てい る。 しか し， そ の約束 には従

い守 るべ き一定 の条 件 が あ る。 も しそれ ら

の条 件 を守 るな ら， 約 束が効 力 を生 じ始 め

る。」

統 計 に よ る数 字 は， この約束 が果 た され

て い る こ とを証 明 してい る。例 えば， ユ タ

州 で は人 口の7割 が末 日聖 徒 で あるが， モ
りかん

ル モ ンの肺 ガ ン罹 患率 は全 国平 均 の65パ ー

セ ン ト以下 で あ る。 ユ タ州 内 のモ ルモ ンで

ない人 々 の肺 ガ ン罹 患 率 は，全 国平 均 とほ

ぼ同 数 字 を 示 して い る。 ユ タ州 に お け る

1981年 度 の タバ コ消 費 料 は，1日 平 均6.5

本。 それ に対 して，全 国平 均 は53パ ー セ ン

ト高 い，10本 で あ る。

統 計 は また ，知 恵 の言葉 を守 って いる人

人 は心臓 発 作 ，卒 中，その他 致死 率 の高 い病

気 の発 生率 が低 い こ とを示 して い る。例 え

ば，ユ タ州 の モルモ ンの心臓 発作 に よる死亡

率 は全 国平 均 を35パ ーセ ン ト下 回 っ てい る。
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●特集/知恵の言葉

タバコタアルコールを幾つかの

病気との関連性から考える
ジョン・H・ホルブルック博士

医
学 はタバ コ， アル コー ル の摂取 が ，

心臓 病 ， ガ ン， 肺気 腫， 慢 性気 管支

炎，肝 更変 な どを含 む幾 つか の病 気 か ら く
はいしつ

る早死 ，廃 疾 との 関連 性 を示 す証拠 を提供

して い る。 また， あ ま り一 般 に は公 表 され

てい な いが ， タバ コや ア ル コール な どに含

まれ る物質 が神 経 系統 に数 多 くの悪 影響 を

及 ぼ す こ とを明 らか に してい る調査 もあ る。

火 の付 い た タバ コは，数 千種 類 もの化 学

製品 を生産 す る工 場 を小 さ くした よ うな も

の であ る。1日1箱 タバ コを吸 う人 は，1

年 に5万 回以上 紫煙 を吐 き出 し，脳 を含 む

数々 の器官 に， 実 に様 々 な種類 の物 質 を送

り込 む。 タバ コか ら発生 す るニ コチ ン，一

酸 化炭 素， シア ン化 水素 な どの物質 は，神

経 系統 に有 害 な影響 を及 ぼす。

ニ コチ ンは神経 系 統 を刺激 す る と共 に，

その機 能 を抑 制 し，他 の器 官 に も関 接 的 に

悪影 響 を及 ぼす 。 また ニ コチ ンは喫 煙 の習

慣化 を促 す大 きな要 因で あ る とも考 え られ

てい る。

一 酸化 炭素 は有 毒 ガ スで あ り
， 細胞 へ の

酸素 の運搬 ， 供給 を妨 げる。 タバ コを吸 う

人 の血 液 中の 一酸 化炭 素 の量 は， 吸 わ ない

人 の2倍 か ら15倍 はあ る。 血液 中の一 酸 化

炭 素 は微 量 で も知 覚機 能 の低 下 や め まいに
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似た症状を引き起こす。

シアン化水素は細胞の呼吸を妨げ，細胞

内の酸素量を減少させる毒素である。
きようさく

喫煙は脳や心臓の動脈 狭 窄の促進 とい

う危険性を，さらに増大させる。こういっ

た血管の障害は脳への酸素供給量の低下や

脳卒中の原因となる。タバコを吸い，なお

かつ経口避妊薬を服用する女性は，ある種

の脳卒中において，20倍以上の発病率を示

している。喫煙，肺気種，慢性気管支炎な

どによる肺疾患は，脳への酸素供給を妨げ

二酸化炭素過多をもたらす。それによって

引き起 こされる脳機能の障害は，知覚麻痺，

昏睡状態へと進むこともある。

タバコから出る有害物が子宮内に及ぶと，

胎児の神経系統に悪影響を及ぼす。妊娠期

間中に喫煙 した女性が出産する子供は，タ

バコを吸わない女性から生まれる子供 より

も小さい。 この胎児の成長の遅れは，頭部

の大きさを含め，あらゆる面に及ぶ。長年

の調査の結果，妊娠中に喫煙していた女性

から生まれた子供は，知能，感情，行動面

における成長が，タバコを吸わない女性が

出産 した子供より遅いということが明 らか

にされている。妊娠中に喫煙していた女性

数千人を対象としたイギリスのある調査で

k
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は， そ うい う女 性 た ちの11歳 にな る子供 た

ち は， そ うで ない女 性 か ら生 まれ た子供 た

ち と比較 して， 読書 や 算数 の力 ， 一般 的 な

能力 にお いて， 数 カ月遅 れ て い る とい う結

果 が出 て い る。

要 約 す る と， タバ コか ら生 じる物 質 は，

神経 系統 の組 織 と機 能 に有 害 な影 響 を及 ぼ

す とい う ことで あ る。 また， タバ コに は神

経 系統 に悪 影響 を及 ぼす と思 われ る もの で，

まだ十 分 に研究 され てい ない物 質 が数 多 く

含 まれ て い る。 それ らの物 質 が及 ぼ す影響

につ いて は，現 在 の ところ， まだ研 究 段 階

にあ る。

タバ コ と対 照的 に， ア ル コール 性飲 料 に

含 まれ る物 質 で， 医学 的 に重 要 なの は， エ

タノ ール だ けで あ る。 エ タ ノール は神 経 系

統 の機 能 を低下 させ る。 エ タ ノー ル は また，

理解 力 ，判 断 力，理 論 的 な思考 力 を鈍 らせ

る。 急性 アル コー ル 中毒 の症状 は，軽 い も

の で は ろれ つ が回 らな くな った り，体 が ふ

らつ いた りす る な どか ら， 重症 にな る と昏

睡状 態 や死 に陥 る もの まで実 に様 々 で ある。

そ してア ル コール の常 用 をや め る と， けい

れ ん，幻 覚 ， て んか んな どの発 作 を起 こ し

た り，外 傷 や病 気 の感 染， 循環 器 系 の障害

に よって死 に至 る こ ともあ る。 ほ とん どの

慢性 アル コー ル中毒 患者 は，バ ラ ンスの取

れ た食生 活 をせ ず， その ため に， ペ ラグ ラ

病， 脚気 ，壊 血 病， 貧血 な どの栄養 不 足 に

よる病気 を悪化 させ るケ ースが 多 い。
まっしょう せき

これ らの疾 患 は通 常・ 末 梢 神 経 系 ・脊
.ずい

髄，脳などの機能に影響を及ぼす。アルコ
ール中毒患者は，脳機能の部分的，また全

般的な低下をもたらす神経病に対する自覚

がほとんどない。

聖徒 の道/1983年n月 号

最近 ， ア ル コール が胎 児 に及 ぼす悪影 響

につ いて も多 くの事柄 が知 られ る ように な

って きて い る。 アル コー ル 中毒者 を母 とす

る幼 児 には， 最 も深刻 な影 響 が 出て い る。

その幼 児 た ち は精 神 的 な発 育 がか な り遅 れ，

様 々 な先 天性 の疾 患 が あ るよ うであ る。発

育 中 の胎 児 を守 るた め には， 母親 に どこま

で アル コー ルの摂 取が 許容 され るか とい う

明 確 な線 は まだ 出 され てい ない。 そ のた め

に， 医師 は妊 娠期 間 中の飲 酒 を避 ける よう

妊 婦 に勧 め てい る。

タバ コに して もアル コール に して も常用

癖 が つ きや すい もの で あ る。 喫煙 者 の多 く

はで きれ ば タバ コをや めた い と思 ってい る

が ， それ を試 み て成功 した人 の数 は2割 以

下 で あ る。 タバ コの 禁断症 状 として顕著 な

の は，タバ コヘ の強 い欲求 ，不 快感 ，不眠 乳知

覚 障害 ，心 拍 の減 少，脳 波 の異 常 な どであ る。

生 理的 な異常 は普 通数 日で終 わ るが， 精神

的 な症 状 は その後 も長 く続 くこ とが あ る。

タバ コ， アル コー ル の常 用 者 は情緒 的 に

も感情 的 に も， そ して知 的 な面 にお いて も

高 い つ けを支 払 わ され る こ とに な る。

結論 を言 うな らば， タバ コや アル コ ール

は胎児 ，幼 児 ，成 人 を問 わず 神経 系統 に数

多 くの悪影 響 を及 ぼ す。 これ らを口 に しな

い人 々 は，精神 的 に も最大 の 喜 び を味 わ い，

さ らに は 「知 恵 と知識 の大 いな る宝 ま こ と

に隠れ た る宝 を見 出 」す こ とが で きる。

*ユ タ大学の内科学準教授を務めるホルブ

ルック博士は，喫煙と健康に関する医学誌

の編集者であり，アメリカ全国ガン学会顧

問でもある。

17



●特集/知恵の言葉

現世の生活にかかわる

律法と主の民
ロイ ・W・ドクシ ー

ア
ダムか ら主 御 自身 に よ って選 ばれ た

弟 子た ち の時代 に至 る までの， 聖 書

に登 場 す る人 々 と同 じよ うに，末 日聖 徒 は，

自分 た ち も今 の世 にあ って主 を代 表 して い

る こ とを理 解 して い ます 。予 言 者 ジ ョセ

フ ・ス ミス に与 え られ た啓 示 を通 して，古

代 の契 約 の民 に知 られ て いた真 理 が， よ り

明 確 な形 で現 わ され ま した6そ の ひ とつ の

例 が，知 恵 の言 葉 として知 られ る，1833年

2月27日 に与 え られ た啓 示 です 。

予言者 は これ まで，啓 示 を通 して，人 に

永遠 の救 いを もた らす知 識 と共 に， 現世 に

お け る幸 せ を もた らす た めの律 法 も与 え続

けて き ました。 主 は また， この啓 示 の序 と

して，現 世 での救 い と霊 的 な救 い の両方 を

強調 し，次 ゐ よ うに言 わ れ ま した。「われ に
い

か かわ るすべ て は霊 の こ とな り。 わ れ は何
つ かつ

時 た りとも，「い まだ 嘗 て俗 世 の事 にかか わ
お きて いましめ

る律 法 を与 えた る こ とな し。 ・…一わ が誠命

は霊 に関 わ る もの な れ ばな り。」(教 義 と聖

約29：34-35)

ある種 の物 を 口に しな い よ うに との制 限

は， イス ラエ ル人 た ち に も与 え られ てい ま

した。 その制 限が与 え られ た の は，特 に，

彼 らの生活 背景 が原 因 で した。 モ ーセ の律

法 の ほか に， よ く知 られ てい るの は， ダ ニ

エル とそ の友 の例 です。 彼 らは捕 らわ れ の

境遇 にあ りま したが ， 「王 の食物 」やバ ビロ

ンの ぶ ど う酒 を取 らず，野 菜 だ けで過 ごす

ことを許 され ま した。 彼 らはバ ビロニ ア人

た ちよ りも健康 で ，「神 は知 識 を与 え，す べ

ての文 学 と知恵 に さ とい者 とされ た。」(ダ

ニ エル1：17)

現 代 の知 恵 の言葉 も， これ に従 う人 には

肉体 と霊 の両方 に祝 福 を もた らし ます。有

害 な物 を 口 にせ ず， 正 しい食 生 活 を し， な

お かつ他 の戒 め に も従 うな らば，報 いが与

え られ ます。

教 義 と聖約89章 の初 めの3節 は， 本文 の

啓 示 に先 立 ち，「霊感 に よる序言 ，予 言者 に

よる説明 」 として書 かれ た もの で す。 こう

書 い て あ ります。「挨 拶 に送 るべ き言 葉 に し
よ

て誠命 また は強制 に依 らず して啓 示 と知 恵

の言葉 に よ りて語 られ… …」

知恵 の 言葉 が与 え られ た時 ， 多 くの人 々

は この序 言の ゆ え にポ それ を義務 として守

るべ きだ と考 える必要 はな い と思 い ま した。

なぜ主 は， この啓 示 は義務 として守 るべ き

戒 め であ る と明示 され な か った ので し ょう

か。

1921年 か ら1951年 にか けて十 二使 徒 定員

会会 員 と して働 い た ジ ョン ・A・ ウイ ッツ

オ ー長老 は，特 に教 会 が西 へ移 動 した後 の

聖徒 た ちの 困難 な状 況 が， そ れ に対 す るひ

とつの答 えを示 してい る と言 い ま した 。

「この開拓 者 た ちの入 植地 で は
， 総 じて
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食 物 は豊富 で あ った が，種 類 はあ ま り多 い

とは言 えなか った。 肉が か な りの部 分 を 占

めて いた。 穀類 も大体 にお いて 入手 可能 で

あ った。 ただ 野菜 と果物 は不 足 してい た。

泥 酔 す る よ うな例 はほ とん どなか った が，

気 付 け の た めo自 家 製 の 酒， ま 左 タバ コ

(とは言 って も大 体 はかみ タバ コで あ る)，

そ して紅 茶， コー ヒー な どを用 い る こ とが

よ くあ った。 これ らの物 は，手 に入 る場 合

は， 自由 に また よ く用 い られ てい た。 しか

しほ とん どは人体 の生理 に関 す る正 確 な知

識 の欠如 に起 因 す る肉体 的 な苦 痛 で あ る。

こ うい った物 で 永続 的 な解放 を得 る ことは

で き な い の は もち ろ ん で あ る。」(ルs勿h

S窺 鉱h，S66舵74舵7丁 耀 孟h，Prophetof

God，Bookcraft，1951，p.198)

ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大 管長 に よる， も

うひ とつ の答 え を見 てみ まし ょう。

「知 恵 の言葉 が 『誠命 また は強 制』 に よ

らな い もの どして与 え られた理 由は明 らが

であ る。少 な く とも当時， それが 戒 めの ひ

とつ として与 え られ てい た とした ら，，これ

らの有 害 な物 を常 用 して いた人 た ちは， 罪

あ りと宣 告 され る こ とにな った ので あ る。

それ で主 は，憐 み を垂 れ ，人 々 を その律 法

の下 に置 く前 に， 克服 す る機 会 を与 え られ

たの で あ る。」・(Co瞬z6%06Rのo"，Oct.

1913，p.14)

1846年 か ら1869年 に， や は り十二 使徒 定

員 会会 員 と して仕 えた エズ ラ ・T・ ベ ンソ

ン長 老 は次 の よ うに言 って い ます。「主 が知

恵 の言葉 を戒 め として与 えてお られた とし

た ら，果 た して私 た ち の 中の どれ だ けの人

が こ こにい ただ ろうか。 私 に は分 か らな い。

しか し主 は， 御 自身 の民 が そ の教 え に従 う
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な ら， それ は喜 ば しい ことで ある と.して，

戒 めで も強制 で もない もの として与 え られ

たの で あ る。 私 た ちは主 を喜 ばせ よ うと し

な い で よ い ものだ ろ うか。」(和 鍛 η認 げ

Z)魏o麗鴬6s，11：367，Apr.7，18綿7)

ブ リガム ・ヤ ング は大 管長 の時 に，，聖徒

た ち に次 の よう に話 し ました。

「なぜ その欲 求 を抑 え
， 自制 し，、キ リス

トの律法 の下 に従 わせ よう としな いの だ ろ

うか。どう して な のだ ろ うか。『た とえ罪 に

定 め られて も， ど うして もタバ コ はや め ら

れ ない』『罪 だ と言 われ て も，コー ヒー はや

め られ な い』『その た め に地 獄 に落 とされ る

と して も， これ とあれ は絶 対 にや め られな

い』 な ど と言 う人 が い るが ， それ は天 父 に

向 か って，『私 は あな たの こ とな ど何 とも思

って い ませ ん。 あな たの戒 めに従 お う とも

思 い ませ ん。 自分 の道 を進 み ，好 きな よう

にや るだ けで す。 た とえあ なた の怒 りを買

って も， 自分 のや りたい こ とは大事 に して

い く積 も りで す』 と言 うの も同然 な ので あ

る。 その ような道 を選 ばず に，神 がす べ て

の人 に与 えてお られ る みた まに聞 き従 お う

で はな いか。 み た まは何 が善 か， 悪 を避 け

る には ど う した らよい か を教 え， すべ て の

人 に，私 が命 じた よ うに行 なわ な けれ ばな

らな い， 私が キ リス トの軍 の長 で あ り， 司

令 官 で あ る， 私 に従 い な さい と語 りか け

る。」(ル%7%1`ゾ 銚60%7s6s，9：257，Mar.

16，1862)

後 に十 二使 徒 定員 会 の会員 た ち は， ヤ ン

グ大 管長 が総 大 会 にお い て，知 恵の言 葉 の

啓 示 は戒 めで あ る と宣 言 した こ とを， 聖徒

た ち に 再 確 認 き せ ま し た。(Brigham

Young，Jr.， 〃71ム6ηκ勿JS如 勿57：82，Feb.
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いましめ ず

1883年のr誠命の書」は現在の教義と聖約の墓であり，知恵の言葉の啓

示を含んでいた。現在r誠命の書」は教会歴史部か保管している。

7，18951FrancisM.Lyman，Co瞬 惚noθ

R匂ウoガ，Oct.1908，P.55)

知恵 の言 葉 は その啓 示が与 え られ て以来 ，

すべ ての教 会員 に よって， 常 に守 られ て き

た とい うわ けで はあ りませ ん。 初 期 にお い

て は多 くの人 々が知 恵 の言 葉4)順 守 につ い

て な まぬ るい受 け止 め方 を して い ま した が，
よ

「誠命 また は強制 に依 らず」 とい う言葉 を

その弁明 として いた よ うに考 え られ ます 。

この啓示 の霊 感 に よる序 言 の中 に は，知 恵

の言 葉 の 目的 が次 の ように書 か れて い ます 。

「啓 示 と智恵 の言 葉 に よ りて語 られ ，末 の
お

世に於けるすべての聖徒らに与えらるるこ
みむね

の世 の救 い の中 に あ る神 の 方式 と御 旨 とを

公 にす る もの な り。
ある

すなわち， これらは今聖徒 と呼ばれ，或

いは聖徒と呼ばれ得る者にして虚弱なる者，

およびすべての聖徒中最 も虚弱なる者の
ち か ら も

能 力 に適応 す る約束 を有 て る原 理 として下

さるも の なり。」(教 義 と聖 約89：2，3)

以前 か らの習 慣 を断 つ の は困難 な ことで

あ り， また，一 部 の人 は明 らか にそれ を戒

め として考 えてい ませ ん で した。 に もか か

わ らず この律法 に従 お う と努 め た忠実 な当

時 の聖徒 た ちは， 現代 の信 仰 あ る聖徒 と同

じよ うに，豊 か に祝福 を注 が れ ました。 彼

らは この世 にお け る救 い(健 康， 経済 面 な

どの)と 霊的 な救 い(「知 恵 と知識 の大 いな

る宝 ま こ，と に隠 れ た る宝 」)を 受 け， さ ら

に， その主 のみ こころ を守 るべ き ことは，

十 分明 らか に され てい る との理解 を得 たの

で す。彼 らは その 主 の み こ ころ を受 け入 れ

ま した。 それ は現 代 に お ける と同 じよ うに，

戒 め に対 す る とまった く同 じ姿 勢 で した。

(2節)

「わ た しにむか っ て 『主 よ
，主 よ』 と言

う者 が ， み な天 国 に はい る ので はな く， た
み む ね

だ ，天 にい ますわ が父 の御 旨 を行 う者 だ け

が ， はい るの で あ る。」(マ タイ7=21)

ヒー バ ー ・」 ・グ ラ ン ト第7代 大 管 長

(1918-1945)が 教会 を管理 した時 代 に は，
お

教 会員 は この 「末 の世 に於 け るすべ て の聖

徒 らに与 え らるる この世 の救 いの 中 にあ る

神 の 方式 と御 旨」(教 義 と聖約89=2)に 従

う必 要が ある と大 いに強 調 され ま した。 グ

ラ ン ト大 管長 は， この啓 示 は戒 め で ある と

何度 も強 調 しま した。

それ よ りもは るか 以前 ， ジ ョン ・テイ ラ

ー長 老が ブ リガム ・ヤ ング大管 長 の後 を継

い で大管 長 とな った時 に， 総大 会 にお い て

教義 と聖 約 と高価 な る真珠 に対 して教 会員

の承 認 を求 め る提議 が な され ました。 それ

まで このふ た つの聖 典 に幾 つ か の追 加 削 除

が あ り，大 管長 会 が それ らに関 して教 会 員

の承 認 を得 るべ きだ と判 断 した ので す。 こ

の 時 の提議 の 中 には， 教会 にそ の順守 を求

め る次 の ような言 葉が あ りま した。「これ ら

の書 と， そ こに書 か れて い る事柄 を神 か ら

与 え られ た ま まに， また ，一 個 の民 ，一 個

の教会 として我 々 に義 務 を課 す もの と して

受 け入れ る……。」(力%7%」 π獅oη ，Oct.

10，1880)

主 は過 去 の時代 には， 民 に憐 み を示 して

こ られ ま した。 しか し， 長年 にわ た る教 会

の指 導者 ，献 身 的 な両親 の働 き によ って，

この戒 め に対 す る従順 の度合 を引 き上 げ て
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くる ことが で きま した。 また それ を通 して，

多 くの祝 福 が 忠実 な人 々 に注 がれ て きま し

た。 末 日聖 徒 は霊 的 な救 い と共 に， この世

にお け る救 い に も心 を配 る民 と して知 られ

て い ます。 また， 多 くの場 合 ア ル コール ，

タバ コ，茶 ， コー ヒー，有 害 な薬 物 を 口 に

しな い民 として も，人 々 に知 られて い ます。

予言 者 エゼ キ エル は末 日の神 の民 に つい

て予言 し ました。 その時 ，神 はイ スラ エル

の子孫 を国々 の 中か ら集 め， 神 は その民 の

生 活 を通 して人 々 に知 られ ます。 その予 言

とは こうです 。「わた しが あ なたが た に よっ

て，彼 らの 目の前 に，わ た しの聖 な る こと

を示 す時 ，諸 国民 はわた しが 主 であ る こと

を悟 る。」(エ ゼ キエ ル36：23)

*教 会 コー リレー シ ョン査 閲 部長 の ドクシ

ー兄弟 はブ リガ ム ・ヤ ング大 学宗 教学 部 の

前 部長 で あ り，知 恵 の言 葉 に関 す る著作 も

あ る。

知恵の言葉と
そのガン予防上の効果

チャ ール ス ・R・スマー ト博 士

タ
バ コ， アル コール ，熱 い飲 料， 肉 の

取 り過 ぎは健康 に良 くな い と教 え る

知 恵 の言葉 が 与 え られた の は1833年 で あ る

が ， この知 恵 を裏 付 け る科学 に よる素晴 ら

しい証 明 が なさ れ る よう にな った のは， よ

うや くこの30年 ほ どの ことで ある。 同 じこ

とが ガ ンの問 題 につ い て も言 える。
り かん

過 去5年 問 にモル モ ンの ガ ン罹患 率 の低

さ， また末 日聖徒 が 人 口の70パ ー セ ン トを

占 め るユ タ州 にお け るガ ン発 生 率 の低 さに

つ いて， 数 多 くの科 学 的 な記事 が 書か れ て

い る。

非 常 に面 白 いの は， そ うい った調 査 の 多

くが ，教 会 員で は な いユ タ外部 の研 究 者 に

よって な され てい る点 で あ る。 それ らの研

究者 の 多 くは， 知 恵 の言葉 の教 えが ガ ンの

多 くの 危険性 を避 け る上 で効果 が あ る とい

う事 実 を認 めて い る。 アメ リカのガ ンによ

る死亡 率 は全 死 因 の20パ ー セ ン ト，年 間 に

約44万 人 の死 者 数 で ある。

ユ タ州 は性 別 ，年 齢別 に見 て も， ガ ンに

よる死亡 率 は他 の どの州 よ り低 い。

喫 煙 を発生 因 子 とす るガ ンに よる死亡率

は最 も低 く， ア メ リカ全 体 の平 均値 を48パ

ー セ ン ト下 回 って い る。

数 多 くの研 究 の 結果 ，喫 煙者 と非 喫煙 者

を比 較 した場合 ， 前者 はほぼ すべ ての種 類
り かん

のガンにおいて高い罹患率を示しているこ

とが分かってきている。部位別の発生率を
こうしん いんとう こうとう

見 る と， 口唇 ，舌 ，咽 頭， 喉頭 ，食 道 ，肺

な ど， 直接 タバ コの煙 に接 す る部 分が 最 も

高 い。

しか し，煙 に直 接触 れ な い離 れた部 位 で

も，高 い発 生 率 を示 してい る とい う興 味深
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●特集1/知 恵の言葉

い事実 もある。例 えば， 非喫 煙 者 と比 べ た
ぽうこう

場合，喫煙者の膀胱ガン罹患率は5倍 ，ま
すいぞう

た，腎臓 ガ ン は2倍 以上 ，膵 臓 ガ ンは1.7倍

で ある。

タバ コ と密接 な関 係 に あ るガ ン， すな わ
こうこう こうとう

ち肺 ガ ン， 口腔 ガ ン， 舌 ガ ン， 喉頭 ガ ンは，

禁煙 す る こ とに よ って90パ ー セ ン ト以 上 を

防 ぐこ と，がで きる。

(過去 に， 喫煙 者が 吐 き出す煙 を非 喫 煙

者が 吸 い込 んで も，何 の 害 もな い とい う主

張が な され て きたが， 現在 で は， タバ コの

煙 は それを 吸 うすべ ての 人 に有害 で あ る と

い う証拠 が 出 されて い る。 それ は危 険度 の

違 いだ けで あ る。煙 を吸 う量 が 多 けれ ば多'

い ほ ど， ガ ン発 生 の確 率 も高 くな る)

喫煙 と関係 あ るガ ンの多 くは，特 に口腔 ，

舌，喉 頭，食 道 ， 胃 な どの 部位 にお いて，，

飲酒 とも関連 して い る。 両 者 の関連 性 は非

常 に密 接 で， ガ ン発 生率 の統計 的研 究 にお

い て も，切 り離 して考 える こ とは困難 で あ

る。

ここ3.，4年 の 間 に，膀 胱 ガ ン，膵 臓 ガ

ン とコー ヒー の飲 用 との 因果 関係 につ いて，

示唆 に富 む証 明が な され つつ あ る。 この因

果 関係 につ いて は， ア メ リカで の数 多 くの

研究 に よって立証 され つつ あ るが， まだ確

証 の段階 まで には至 ってい ない 。
しっかん

女性 の胸部 の繊 維細 胞 の疾 患 が， コー ヒ

ーの飲用 と関連 が あ る とい う こ とは， これ

まで に も言 われ て きた。 幾 つか の研 究 結果
ほうのう

に よる と2、胸 部 に包 嚢 性疾 患 を持 つ女 『生は

乳ガ ン罹患 率が 高 い ともい う。 しか し， お

そ ら くこれ は特 殊 な タイ プの包 嚢性 疾 患 を

持 つ， ご く少数 の事 例 の み に関 して言 える

こ とと思 われ る。 コー ヒー との因 果関 係 に
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つ いて は， これ らの予備 調 査 を裏付 け るた

め の研究 が続 行 中 で あ る。

知 恵 の言葉 は タバ コや アル コー ル を 口に

しない よう に戒 める と共 に， 肉 を過度 に用

い な い よ うに と も教 えて い る。 あ る種 の ガ

ンは 肉の取 り過 ぎ と関 係 が あ る。 例 え ば結

腸 ガ ン，直 腸 ガ ンな どで あ る。 この ふ たつ

はア メ リカ の部位 別 ガ ン発 生 率 にお い て は

高 位 に あ る。 一方 ，繊 維 性 の食物 の摂取 は，

そ う した ガ ンの発 生 を抑 える とい う研究 報

告 もあ る。

乳 ガ ンの発 生率 は，太 り過 ぎの女 性 に高

く， 動物 性脂 肪 の摂 取 に よ って増減 す るコ

レス テロー ル とも幾 分 か は関連 性 が あ るよ

うで あ る。

25歳 以前 の 出産 を促 す声 とは裏腹 に，母

乳 に よ る子 育 て を避 け よ うとす る風潮 が あ

るが， 乳 ガ ン発 生 の危 険率 は この25歳 以 前

の 出産 ， また お そ ら くは授 乳 に よ って も減

じ られ るので あ る。

職 業 上 の環境 ， また外 的環 境 の 中に存 在

す る発 ガ ン性 物質 の重 要性 につ い て，新 聞

な どで多 くの事柄 が報 じ られて い るが， ガ

ンを防 ぐ上 で考慮 す べ き最 も重 要 な事柄 は，

個 々人 の生活 様式 と， 自分 の体 の 中 に悪 い

物 を取 り入 れ ない健康 な生活 であ る。

ガ ン との戦 いは決 して停滞 して は いな い。

前へ 前 へ と進 んで い るので あ る。 原因 も究
ち ゆ

明 され つつ あ る。治 癒率 も向上 して い る。

*ス マ ニ ト博 士 は， アメ リカ外 科 医師 学会

ガ ン部 会部 長， な らび に ソル トレー ク ・シ

テ ィー のLDS病 院外 科部 長 を務 め る と共

に，全 国 ガ ン協 会 ， ア メ リカガ ン合 同委 員

会 の一 員 で もあ る。



人生を変 えた

知恵の言葉
ウンベル ト・コン トラゾージ

あ
る 日曜 日， タバ コを くわ え， いつ も

の ブ ドウ酒 を側 に置 きなが ら， テ レ

ビの前 に座 ってい る と，玄 関 の呼 び鈴 が鳴

りました。 ドア を開 け る と， ブル ー のス ー

ツに宣教 師 と書 い た名 札 を付 け た， ふた り

の 青年 が い ま した 。私 が ふた りを招 き入 れ

た部 屋 に は タバ コの煙 とアル コール の臭 い
いや

が充 満 レて い ましたが ，彼 らは嫌 な顔 もせ

ず に， 私 の信仰 につ いて 尋ね て きま した。

私 は まず ，神 を信 じて い るか ど うか を聞 か

れ ま した 。

私 は しば ら く考 え込 み ま した。 私 は小 さ

い時 にバ プ テ スマ を受 けて い ま した が，教

会 に は全 然行 って い ませ ん で した。 信仰 な

ど何 の値 打 ち もな い と考 えて いたの で す。

た だ，私 は 自分 に は良心 が あ る と思 ってい

ま した し，誠 実 で あ りたい とい う気 持 ち は

抱 い てい ま した。 ところが ， 口か ら出 た の

は信 じて い る とい う言葉 だ ったの です 。彼

らは さ らに言葉 を続 け， ジ ョセ フ ・ス ミス

と回復 につい て話 し始 め ま したが ，何 か前

に聞 いた こ とが あ るよ うな気 が し ま した。

得 も言 わ れぬ気 持 ちが 湧 いて きて，私 はそ

の ふ た りの青年 に強 い親 しみ を覚 え ました。

そ して彼 らが祈 り始 め る と， 涙 が あふれ て

どうす る こ ともで き ませ ん で した。胸 が 一

杯 にな り，張 り裂 けて し まうか と思 うほ ど

で した。

私 た ちは次 の 火曜 日に レ ッス ンをす る約

束 を し ま した。 そ してそ の間， 私 は それ ま

で の 自分 の生 き方 を， 映画 を見 るかの よ う

に思 い起 こし ました。20歳 にな る まで ，私

は酒 とは無 縁 の生活 を してい ました。 とこ

ろが仕 事上 の 失敗 と経 済 的 な重圧 が あっ て，

私 は最 悪 の事 態 に陥 って しまい ま した。 さ

らに そ こへ， 妻 の病気 と遠 隔地 での2年 問

の 入院 療 養生 活 とい う悲 しみが追 い打 ち を

か け ました。 そ して ，私 は アル コー ル に慰
びた

め を求 め，朝 か ら晩 まで酒浸 りの生活 に落

ち込 ん でい った ので す。 その上 に，1日70

本 か ら100本 の タバ コを ふか して い た の で

すか らた ま りませ ん。徐 々 にで したが， 自

分 で も困惑 す る ほ どに， 健康 をそ こね てい

ま した。

一 度 は体 を治 す た めに入 院 しま したが ，

医者 に も手 の施 し ようが な く， 私 は さ らに

気 を めい らせ て い き ました。私 には良 い仕

事 と素 晴 らしい家族 が あ りま した が， この

悪 い習 慣 か ら1ま何 と も抜 け 出せ ない状 態で
おぼ

した。 や け にな って， もっ と酒 に溺れ た生

活 を し， 自殺 まで考 えた こ ともあ りました。

開 業 医の 治療 を受 け る こと も考 え ま したが ，

その費 用 の工 面 が付 き ませ んで した。 ソ レ

ンセ ン長 老 とウ ォー ターマ ン長 老が私 の生
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活 の 中 に入 って きたの は丁 度 そん な時 だ っ

たの です。

二度 目の レ ッス ンの 時， ふ た りの宣教 師

は初 めて耳 に す る ような こ とをた くさん教

えて くれ ま した。頭 で理 解 す る こ とはで き

ませ んで したが ，心 の 中で本 当だ と感 じる

こ とが で き.ました。 と ころが ，知 恵 の言 葉

の こ とを聞 いた 時 はが く然 とし ま した。 そ

して宣教 師 た ちに言 い ま した。「この私 に酒

をや めさせ る方法 なん てあ る と思 うん です

か。 私 は これ までい い と思 った 方法 は何 で

も試 して きま した。 で も何 ひ とつ成功 しな

か った んで す よ。」す る と彼 らは， 神 と主 イ

エ ス を信 じるか どうか， また ， レ ッス ンで

学 んだ ことを真実 だ と思 うか ど うか と尋 ね

て き ました。私 は うなず きま した。

「それ な ら大 丈 夫
。 あなた に その気 持 ち

が ある な ら，私 た ち も手伝 い ます 。 それ に

神 様 もその問題 が解 決 で きるよ うに， 力 を

貸 して くれ ます よ。ゴ 「酒 が や め られ た ら，

それ以 上 の喜 び はあ りませ ん。」彼 らの 熱心

な勧 めは， 私 に喜 び と希 望 と信仰 を持 たせ ，

私 も彼 らの言葉 に従 ってみ よう と心 の底 か

ら思 い ました。 祈 りをす る と少 しずつ 自信

が 湧 いて きて， それ まで になか った勇気 が

出て き ました。 そ して， 二度 とコニ ャ ック

は飲 まない と自分 自身 に約束 した ので す。

ひ どい苦 しみが あ った もの の，私 はそ の約

束 を守 り続 け る ことがで き ました。長 老 た

ちの助 け と， 低 くへ り くだ る こ とに よって，

徐 々 に タバ コ と酒 の量 を減 ら してい くこと

がで きま した 。 それ は簡単 で は あ りませ ん

で した。 しか し， 主が そ ば にい て，助 けて

下 さって い るのだ とい う気 持 ちで い ま した。

自分 のな すべ き分 を行 な え ば， この試 しの
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中で ひ と り放 って おか れ る こ とはな い と信

じて い ま した。

ひ と月半経 ち，私 はつ い に酒 とタバ コ を

断 つ ことが で きる ように な りました。 完全

に悪 習 を逃 れ た私 は， これ でバ プテ スマ ヘ

の備 えがで きた と確 信 し，妻 と一緒 に，1977

年12月28日 にバ プ テス マ を受 け る こ とに決

め ました。 身 と霊 を再 新 す るバ プ テ スマ の

水 を出 た時 の私 の心 の 中 には， 真 の悔 い改

め をす るな ら， 主 は私 たち の罪 を赦 して下

さる とい う確 信 が あ りま した。 古 い 自分 を

脱 ぎ捨 て， 自分 自身 への 信頼 感 と人 々へ の

愛 を胸 一杯 に満 た して生 まれ 変 わ った時 の

喜 び は， とて も口で言 い表 わせ る もので は

あ りませ ん。 私 は， すべ て の戒 め に従 うと

い う決 意 を もって主 に感謝 を捧 げ， 失わ れ

た 時 間 をすべ て取 り戻 した い と心 の底 か ら

思 い ま した。

バ プテ スマ の後， 私 の健 康状 態 は 日に 日

に良 くな って い き ました。 初 め は，朝 起 き

る時 にひ どい頭 痛 や苦 しみが あ り， とて も

つ らい 時期 が続 き ました。 祈 りを した後 は

落 ち着 いて 夕方 まで仕事 に精 を出 す ことが

で き ま した が， 次 の 日の朝 に な る と， また

同 じ苦 しみ が繰 り返 され ま した。・とこ ろが

あ る 日の こ と， 目を覚 まして気 が付 い た の

です が， と う とう痛 みが な くな ってい た の

です。 それ以 来， その問 題 で悩 まされ た こ

とは一 度 もあ りませ ん。

バ プ テス マか ら1年 して， 私 た ちは神殿

に行 くこ とが で きま した 。 そ して妻 と3人

の娘 た ち と結 び 固め を受 け たの です 。今 私

たち の家族 の心 は本 当 に強 く結 ばれ て い ま

す。 私 は これ まで チ ャレ ンジ に満 ちた責任

をた くさん受 けて きま したが ，へ りくだ り
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ン リケ ・ダ ・パ イ シ ャオ とウ ォル ステ ア ・

ケイ ロ シュ ・ダ ・パ イ シ ャオの 間 に生 まれ

ました。父 は カ トリック教徒 で ，母 は結 婚

す る前 は メ ソジス ト教会 の活 発 な会 員 で し

た。 この家族 が教 会 を知 ったの は， チ タ の

叔 父 のひ と りで ，前 に ブ ラジル ・ポ ー ツー ・

ア レグ リ伝 道部 の伝 道部 長 を務 め た ウ ォル

ター ・グ エデ ス ・デ ・ケ イ ロシ ュを通 して

で した。 チタ は1969年 ，11歳 の 時 に母 とふ

た りの兄 弟 と一緒 にバ プ テス マ を受 け まし

た。

彼 はス ポー ツが好 きで，教 会 や学 校 の サ

ッカーの トー ナ メ ン ト試 合 に 出 ま した 。 リ

トル リー グで の彼 の活躍 振 りは 「フ ラ ミン

ゴ」 ク ラブの知 る ところ とな り，彼 は リオ

デ ジャネ イ ロを本 拠 とす る このチ ー ム に入

団 し ました。 そ して1979年 にはナ シ ョ.ナル

チー ムの選 手 に選抜 され ま した。

人気 者 チ タの競技 場 内外 で の活躍 や行 な

い は， 報道 陣 か ら も好 意的 な扱 い を受 けて

きま した。 しか しチタ は その名 声 を 自分 で

は な く教 会 の宣伝 の た め に使 って き ま した。

例 えば， 彼 はサ ンパ ウロ神殿 で の結婚 の予

定 につ いて の記者 会 見 の中 で， 自分 と婚 約

者 は神殿 で結 婚 し， 永遠 の誓 約 に入 る資 格

を得 るた めに， 一定 の水 準 を守 った生活 を

しな けれ ばな らな い とい う こ とを説 明 しま

した 。 その時 彼 は， 特 に知恵 の 言葉 の原 則

につい て報道 陣 に語 り ました。

チタ は，姉 妹 と共 に， 神殿 で 交 わ した永

遠 の誓約 にふ さわ しい生 活 を した い と言 っ

て い ます。 目標 は ほか に も， 戒 め を守 る こ

と， 日々接 す る人 々 に良 い模 範 を示 す こ と，

伝 道 の機 会 を生 かす こ と， また プ ロ選手 と

しての生 活 と教会 の標 準 を調 和 させ る こ と

な どが あ ります 。

*ダ ・クー ニ ャ兄 弟 は チ タが所 属 す る， リ

オ デ ジ ャネ イ ロ ・ア ンダ レイ ステ ー キ部 チ

ジュ ンカ ワー ド部 の監督 。

私 が コ・一ヒー を

やめるまで
ル イザ ・ビタ ロー 二

コ
ー ヒー を飲 まな くな ってか ら5年 に

な ります 。 コー ヒー の臭 い をか ぐ と，

浴 び るよ うに飲 ん でい た 当時 の こ とを思 い

出 します。今 とな って は， よ くもあれ ほ ど

飲 んだ もの だ と信 じ られ ない気 持 ちで す。

私 の1日 は必 ず1杯 の コー ヒー で始 ま りま



した。母 親 として， また主婦 としての仕 事

は， コー ヒー とい うエ ネル ギー源 が な けれ

ば とて も，で きな い とい うのが ， その 頃 の私

の 口 ぐせ で した。 そ して ， その最 初 の1杯

を飲 んで しま う と後 は，母 が 訪 ねて きたか

ら， また エネ ル ギー補 給 の ため に，一 服入

れ るた め に と，何 で も理 由 に して，1杯 ま

た1杯 と とど まる こ とが あ りませ ん ぞ した。

私 は1日 の始 ま りは コー ヒー で迎 えな けれ

ば な らな い とい う確 信 と同時 に，1日 の終

わ りもや は リコー ヒー で迎 えな けれ ばな ら

な い と信 じて い ま した。 理屈 か ら言 えば コ

ー ヒー は興奮 剤 だ とい うこ とは分 か って い

ましたが ，私 は コー ヒー を飲 まな けれ ば絶

対 に眠れ な い と強 く信 じ込 んで い たの です。
』今 にな

って思 えば，結 局 ， コー ヒー び た り

の生活 を してい たの は そのへ ん に趣 由が あ

った ので は ないか と思 い ます 。 しか し， そ

れ だ け コー ヒー を飲 んで いて も， 別 に体 が

悪 くな る ような こと もあ りませ んで した。

ふ た りの宣教 師 の訪 問 を受 け，福 音 につ

い て聞 か され る まで， 私 は コー ヒー と健 康

の こ とを真 剣 に考 えた こ とは あ りませ ん で

した。私 は彼 らの メ ッセー ジ と，バ プテ ス

マ のチ ャレ ンジ を喜 ん で受 け入 れ ました。

宣教 師 は私 に， バ プテ スマ を受 ける には，

知 恵 の言 葉 を受 け入 れ， 当然 コー ヒー もや

め な けれ ばな らな い と説 明 して きま した。

彼 らの その言葉 に私 は別 に驚 く こと もあ

りませ んで した。 そのチ ャレ ンジ に応 え る

心構 え はで きて いた ので す。 しか し夫 や 娘

た ち はび っ くりし ま した。 彼 らは私 の生活

の 中 で コー ヒーが どれ ほ ど大事 な ものか を

知 っ てい たか らで す。ーそ して ， そん な こ と

が で き るはず がな い と思 って い ま した。
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しか し，私 の内面 の何 か が変化 してい た

ので す。 私 は福音 のメ ッセ ー ジを信 じ， そ

のす べ ての教 えを受 け入 れ ました。 そ うし

てい くにつれ ，生 活 の 中 に安 らぎが もた ら

され るの を感 じ， 主 は私 が戒 め を守れ る よ

う に助 けを与 えて下 さ る こ とを知 りま した。

もち ろん， コー ヒー をや める のは易 し く

はあ りませ んで した。 私 の体 は コー ヒー に

慣 らされ きってい て， や めて か ら1週 間は

千鳥 足 の よ うな状態 で ，足 が震 えた り， 腕

の力 が 抜 けて しまった ような感 じで した。

しか し主の助 け によ って， コー ヒー を飲 み

た い とい う気 持 ち はす で にな くな ってい ま

した 。 もちろ ん， コー ヒー ポ ッ トに手 が伸

び る よ うな こ とは あ りませ んで した。 そ れ

は とて も素晴 ら しい気 持 ち で した。 そ して

私 は何 度 も， ひ ざ まず いて その助 け と力 を

主 に感 謝 し ました。宣 教 師 たち も私が どん

な具合 で い るか を見 るた め に定 期 的 に訪問

Fし
，励 ま して くれ ま した。 危 な っか し気 に

私 を見 て いた家 族 は， とて も具 合 がい い と

い う私 の言 葉 を聞 い て， いつ も驚 いて い ま

した。

バ プテ スマ か ら今 まで の5年 は幸 せ な 日

日で した。 私 は妻 や母 として の責任 を果 た

す力 を与 え られ ， その上 ，教 会 の数 多 くの

責任 を果 た して くる こ ともで き ました。 た

まに は疲 れ を覚 える こ ともあ ります が，霊

に はい つ も余 力 が あ り， 私 を励 まして くれ

ます。 知 恵 の言葉 と， その原則 の実践 を教

えて くれ た福 音 に対 す る証 を持 てた ことは，

とて も大 きな喜 びで す。

*ビ タ ロー二姉 妹 は ミラノ ・イ タ リアス テ

ー キ部 の扶 助協 会 会長
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証を思の
起こず
ゴ ドフ レ ド・H・エ ス グエ ラ

魯
はなぜ教 会 に来 な くな る会員 が い る

のか 考 えて きま した が， それ は 「忘

れ る」 か らだ との結 論 に達 し ました。

私が 言 う 「忘 れ る」 とは，単 に何 か が記

憶 の 中か ら消 え去 る とい う意味 で は あ り ま

せ ん。 それ は，何 らか の理 由で み た ま との

触 れ合 い を熱 心 に求 め な くな る とい う意 味

です。 その 熱意 を もう一 度取 り戻 す こ とさ

えで きれ ば， 再 び活 発 な状態 に戻 れ る よ う

にな るので は ない で し ょうか。

ひ とりの少 年 の話 を した い と思 い ます。

彼 はお となで はあ りませ ん。 まだ14歳 の少

年 です。 この少年 はあ る教会 の会 員 にな り

たい と思 ってい ましたが ， その教 会 が本 当

に神 の教 会 か ど うか確 信 が持 て な いで い ま

した。様 々 な対立 す る考 えを聞 か され， 彼

は混 乱 して しまい ま した。 あ る 日，聖 書 を

読 んで い る時 に， ひ とつ の聖 句 が心 に とま

りました。「あな たが たの うち，知 恵 に不 足

してい る者が あれ ば， その人 は， とが め も

せ ず に惜 しみな くす べ ての人 に与 え る神 に，

願 い求 め るが よい。 そ うすれ ば， 与 え られ

るであ ろ う。」(ヤ コブ1：5)

この短 い聖句 に大 きな力 を感 じた彼 は，

そ こに勧 め られ てい る通 りに，神 に願 い 求

め よ う と決 心 しま した。光 の柱 の中 に現 わ

れた もうた御 父 と御 子 に まみ え， 祈 りへ の

答 えを得 た とい う この少年 の証 は，彼 自身
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の言葉 として高価 な る真 珠 の 中に収 め られ

てい ます 。(ジ ョセ フ ・ス ミス1：14-19)

そ うで す， この少年 こそ， 回復 され た教

会 の最 初 の予 言者 ， ジ ョセ フ ・ス ミス です。

これ ほ どの経験 を した ジ ョセ フが ， その

聖 な る森 で の出来 事 を忘 れ て し まうな どと

い う こ とが考 え られ るで し ょうか。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 は改 宗 者

の教会 で す。 証 を持 つす べ ての教 会員 は そ

れ を， 聖霊 を通 して授 け られ ま した。 例 え

ば， 多 くの改 宗者 はバ プテ スマ を受 け る以

前 か ら，何 らか の霊 的 な体 験 を し， それ に

よ って，福 音 が真 実 であ る とい う証 を得 て

い ます 。 それ は少年 ジ ョセ フの よ うな劇 的

な示 しで はな いで し ょう。 モ ー セが見 た燃



え る しばの よ うで もない で し ょ うし， モ ル

モ ン経 の神 聖 な起 源 を三人 の見 証 者 に証 し

た天使 モ ロナイ の現 われ の よ うで もなか っ

た と思 い ます 。 しか し， い ずれ にせ よ改 宗

者 は皆1聖 霊 が訪 れ， 証 を与 え られ る時 に

感 ず る，温 か く愛 に満 ちた感 情 を味 わ って

い るので す。

私 は この教 会 の会 員 にな っ てすで に6年 ，

その 間 の ほ とん どを，指 導 的 な立場 の 責任

で働 い て き ました。 疲 れ る時 もあ ります。

意気 消沈 す る時 もあ ります 。挫 折感 や 無力

感 に と らわ れ る こ ともあ ります。

しか しそ うい う時 に思 い出 す こ とが あ り

ます 。7年 以上 も前 の あ る夜 の こ とで す。

私 は その時， 主 の み前 にひ ざ まず き， この
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教 会 が現在 この地 上 にお け る真 の神 の教 会

で あ る こ と， また， モル モ ン経 が神 か ら授

け られた もの で あ り， ジ ョセ フ ・ス ミスが

確 か に神 の予 言者 で あ る こ とを知 りました。

その時 の ことを思 い起 こす と， 同時 に自

分 が交 わ した誓約 ，神 の偉大 さ，神が 注 い

で下 さった深 い愛 が頭 に浮 かん で き ます。

そ して， 主が 私 の ため に大 い なる苦 しみ を

受 け られた こ と，主 が私 を心 にか け， 日々

必 要 な もの をす べ て与 えて下 さ った こ とも

思 い浮 か んで き ます。

あの夜 の 時 と同 じ証 を再 び受 けて， これ

らの こ とを本 当 に思 い起 こす時 ，私 は元気

を取 り戻 し ます。新 た な力 と知 恵 が湧 き，

証が 強 め られ ます。 そ して，神 の王 国 を こ

の地 上 に築 くた めに， 主 と共 に働 いて い る

こ とに， また思 い 至 るの です。

私 た ち は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の会 員 にな る時， バ プ テスマ の水 に入 り，

主 とあ る誓 約 を交 わ します。 そ の誓約 の 中

には， 主 の み名 を受 け， 主 を常 に思 い，戒

め を守 る こ とが含 まれて い ます。 主 は， も

し私 た ちが そ うす るな ら， みた まが常 に と

もにあ る と約 束 して お られ ます。

私 た ちに は皆 なす べ き業が あ り， それ ぞ

れ に使 命 を与 え られ て い ます。 また果 た す

べ き約 束 が あ るので す。 誓約 を思 い起 こ し，

霊 的 な体 験 を思 い起 こ しま し ょう。 そ して，

聖 霊 を通 して与 え られ た証 を思 い起 こし，

機 会 あ る ご とに， それ を人 々 に分か ち合 お

うで はあ りませ ん か。

*ゴ ドフレ ド ・H・ エ ス グエ ラ兄弟 は公 認

会計 士 で あ り， 教会 で は カル ーカ ン ・フ ィ

リピンス テー キ部 の ステ ー キ部 長 を務 めて

い る。
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央若い 女性 会 長 の イ レイ ン ・キ ャノ

ン姉 妹は ，人 と人 との心 の触 れ 合 い

に精通 してい る人 です。 著述 ， 編集 ， 話術

にお いて も卓越 した才能 に恵 まれ た彼 女 は，

読 者 や聞 き手 に 自分 の 思 い を分 か ち合 う能

力 を持 っ てい ます。 以下 の記事 には キ ャノ

ン姉 妹 の著作 ， 話， また イ ンタ ビ ューな ど

の 内容 か らの抜 粋 が含 まれて い ます。 意思

の疎 通 に関 して， キ ャ ノン姉妹 の 言葉 は非

常 に多 くの こ とを教 えて くれ る ことで し ょ
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「人 生 は素 晴 らしい 冒険 です
。 奥 の深 い

体 験 を して下 さい。熱 心 に取 り組 ん で下 さ

い。そ して，それ ら を 日記 に書 き留 め て下 さ

い。様 々 な こ とにチ ャ レン ジ して下 さい。」
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イ レイ ン ・キ ャノ ン姉 妹 は， 自分 が語 っ

た 言葉 を実践 に移 すた めの 方法 を知 ってい

ます。 彼女 は人 に勧 めた通 りに， 自分 自身

で も豊 か な充実 した生活 を送 って い ます 。

そ してそ れ らを 日記 に書 き留 めて い るので

す。

彼 女 の 日記 に は将 来 へ の予言 的 な響 きが

あ り ました。11歳 の時 ，彼 女 は こ う書 いて

い ます 。「お とな にな って ユー スの 責任 をす

る時 に子供 の気 持 ちが 理解 で きる よう， 今

の 自分 の気 持 ち を書 いて お く。」

キ ャノ ン姉妹 の多 くの 才能 の中 で も， 人

の気持 ちを理解 す る能 力 は特 に素 晴 ら しい

もの です。 彼 女 は ほかの人 の 悲 しみ，心 配

事 ，苦 しみ に気 付 き， 理解 し，必 要 な慰 め

を与 え る類 まれ な る才 能 を持 ってい ます。

本 当に困 ってい た時 に，彼 女 は何 の見返 り

も求 めず に， 無私 無欲 の ，愛 に満 ち た助 け

を して くれ た と証 す る人 は数 多 くい ます。

彼 女 は困 難 な問題 を抱 え る多 くの若人 を自

分 の家 に招 き，愛 を もって助 けを与 えて き

ました。 また彼女 は人 の心 の中 に隠 され た

心 配事 を見抜 く力 を，持 ってい ます が， そ

れ は並 々 な らぬ もの です。 彼 女 に今与 え ら

れ てい る召 しには， この愛 と洞察 力 の賜 が

常 に必 要 とされ ます 。

「私 は若 い女性 を とて も愛 してい ます
。

彼 女 た ち を愛 す る とい う こ とに関 して， 自

分 はキ リス トの代 理人 であ る と強 く感 じて

い ます。 彼女 た ち は愛 を必 要 と して い ます。

また認 め られた い と願 って い ます。私 には

彼 女 た ちが 『とにか く， 私が 何 を見， 何 を

し，何 を聞 いて い るか に関係 な く，私 を愛

して くれ るだれ かが欲 しい の』 と言 って い

る よ うに思 え ます。 もし私 が 彼女 た ち に愛

を示 す ことが で きれ ば，彼 女 た ち も天 父 と

救 い主 が 自分 た ち を愛 して いて くれ てい る
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「若い姉妹たちを本当に愛 しています。J

こ とに疑 い を抱 かな くな るで し ょう。 それ

に よ って彼 女 た ち は， その信仰 に一歩 近 づ

くことが で き るので す。」

キ ャノ ン姉 妹 の一番 の願 いは， 教会 の若

人が 救 い主 を知 る よ うにな る こ とで す。「キ

リス トを知 る必要 が あ ります 。 それ は何 に

も増 して大切 な ことです。 あ る人 は こう言

い ます。 『2千 年 も前 の人 に，今 の時代 の，

一体 何が 分か る と言 うんです か
。』それ に対

す る答 え は， 『す べ て』 です。 イエ ス・キ リ

ス トの福 音 はい つの 時代 に も当 て は まる も

の です。 答 えは そ こに あ ります。 キ リス ト

の教 えは実際 に力 を持 つ もので す。 現代 の

若人 の 問題 一 つ一 つ に答 える力 を持 っ てい

るので す』私 た ち に与 え られて い る最大 の

チ ャレ ンジは， キ リス トが何 と言 って い る

か を知 る こ とで す。私 は若 い人 た ちに言 い

ます。『皆 さん は，キ リス トが 実在 の御 方 な

の か， また神 の御 子 な のか を 自分 で知 らな

けれ ばな りませ ん。』実際 に進 行 して い るひ

とつの計 画が あ ります。 そ して， 神 が それ

を導い てお られ ます。 この ことを知 らず に

は，幸 福 に なれ ませ ん。 また それ に よって

若 い男 女 が重大 な誤 ちか ら守 られ る こ とが

よ くあ ります 。互 い に求 め合 う前 に， まず

もっ と強 く主 を愛 さな けれ ばな りませ ん。

皆 さん は どん な こ とで も， 討論 に よって

解 決 しよ う とす る こ とが で き ます。 で も主

に対 す る真 の信 仰 が あ るな ら， その信 仰 は

お母 さん が その場 にい ない時 や， まっ た く

行 き詰 まっ て し まった り覧 良 心 を忘 れ て し

まい そ うに な った時 に さ え働 きか けて き ま

す。 もし主 を愛 して い るな ら， き っ と こう

思 うで し ょう。『主 を傷 つ ける こ とはで きな

い。主 は私 を愛 し，私 の こ とを心 にか けて

お られ るのだ か ら』 と。最 近 私が ニ ュー ヨ

ー クで会 ったあ る少女 に とって， それ は と

て も大 きな意 味 を持 っ てい ました。彼 女 は

『だ れ も私 の こ とな ん か 心 配 して くれ な

い』 と言 ってい ました。私 は彼女 に，主 が

心 にか けて下 さる こ とを理 解 して も ら うよ

う務 め ま した。彼 女 は最 も偉 大 な る御 方 が

心 配 してお られ る こ とを悟 る と， た ち まち

自分 自身 の ことを気 にか ける よ うにな りま
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した。」

キ ャノ ン姉 妹 は数 多 くの若 い女 性 や成 人

指 導者 に対 す る責 任 を持 つ役 員 として， 忙

しい毎 日 を送 ってい ます。彼 女 は合衆 国婦

人 評議 会 と国際婦 人評 議 会 の役 員 を務 め亡

い ます。 そ して これ らの責任 を果 たす た め

に これ まで何 千 キ ロ もの道 の りを旅 してい

ます。

彼 女は 若 い女性 の責任 で各 地 の教 会 を訪

問 し ますが， そ うい う時 に， 若 い女 性 た ち

の 目で世 界 を見 つ め よ う としてい ます。「ど

こか の国 へ行 った時 ，私 は青少 年が い る所 ，

彼 らが時 間 を過 ご して い る場 所 に案 内 して

くれ る ようお願 い す る こ とに して い ます。

彼 らが学 校 や家庭 か ら， どの よ うに して教

会へ 行 くの か知 りたい ので す。 そ して指導

者 の人 に その道 案 内 をお願 い します。 ドイ

ツ の ある所 でら 若 い人 た ちが高校 か ら教 会

へ行 く時 に どう して も通 らな けれ ば な らな

い道 を教 えて もらい ま した。 その道 は， そ

の 町の 中で も最 も悪 い環 境 の所 を通 って い

ま した。 あ らゆ る種 類 の ポル ノグ ラ フ ィー

が 目 に飛 び込 んで くるの です。 私 は その時

の ほ んの短 い ドライ ブで，若 い人 々の た め

の道 徳 的 な よろい を強 くしな けれ ば な らな

い こ とを学 び ました。」

キ ャノ ン姉 妹 の若 人 た ち に対 す る大 きな

愛 は，一 部 に は彼女 自身 の豊 かで 変化 に富

ん だ若 い女 性 としての 時代 の経 験 に根 差 す

もので す。彼 女 は 自分 自身 の若 か っ た時 の

思 い出 を次 の よ うに述 べ てい ます 。

「我が 家 は人 里離 れ た 昂 る山の ふ もとに

あ りま した。若 い時 分 の私 に とって， その

山 は生活 の すべ て の面 に影 響 を及 ぼ して い

ました。 私 の部屋 の 窓越 しに そび えるそ の

山 は，何 か しら安 心感 の よ うな もの を私 に

与 えて くれ ました。 岩 だ らけの その頂 上 に

は， 家族 や教 会 の グル ープ， それ に子 供 同 『

士で も登 りました。 そ して あ る時， モー セ

みた い です が， 何 か ど うして も登 りたい と

い う気持 ちに駆 られ て， ひ と りで 山に行 き

ま した。 神 と話 をす るた めです 。 自分が一

体 何 者 で あ り， これか ら どうい う人 生 を歩

ん だ らい いか， じっ くり考 えてみ たい と思

い ました。 ち ょう ど16歳 の 時 で した。私 の

心 は はず んで い ま した。 う ら らか な春 の朝 ，

私が 登 ろ う とす るその 山の頂 か ら， 太陽 が

顔 をの ぞ かせ てい ます。

山の 上か ら下 界 を見下 ろす と， そ こには

朝 日を浴 びて一 日の活 動 を まさ に開始 しよ

う とす る家 や人 々 が， き らき ら輝 いて見 え

ま した 。 どれ も皆 見慣 れ た景色 で す。何 か

自分 の体 の延長 の ような感 じで した。 目 を

自分 の 家 か ら友 達 の家 ， そ して道 の突 き当

た りにあ る教会 ， 丘 の下 にあ る学校 ， そ し

て 隣の お店 へ と移 してい き， そ して最後 に

また 自分 の家 に 目が留 ま りま した。 そ こは

傷 つ きや すい私 を温 か く受 け留 め， い ろい

ろな ことを教 え て くれ た場 所 です。 その こ

とを考 える と，心 の 中 に子 供 の頃 の こ とが

走馬 灯 の よ うに よみが えって きま した。

そ こには必 ずだ れか が いて ，私 に何 らか

の影 響 力 を与 えて くれて い ま した。 そ う，

16歳 の 私 は 自分 ひ と りじゃな い。 両親 や学

校 の友 達， お店 の 人， 教会 の 指導 者 たちが

い たか ら こそ今 の 自分 が あ るんだ 。 そ して

ひ とつ の ことに気付 き ま した。 私 は い ろい ー

ろな人 か ら恩 を受 け てい たの です 。 よ し，
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きっ とその恩 に報 い よ う。私 はそ う心 に決

め ました。私 は神 の力が 必 要だ とい う こ と

を知 って い ました。 そ して 主 に心 を向 けた

時 ，私 の心 は すで に主 が生 きてお られ る と

い う気 持 ちで 一杯 で した。 山 の頂 に座 って，

自分 は世 に出 て， もっ と立 派 に成長 で きる

んだ と考 えてい る ちっ ぽ けな 自分 に も， 神

は手 を差 し伸 べ て下 さ る， そ う思 い ま した。

山 を下 りる時 ， すべ てが 美 し く見 え ま した。

生 きて いて 良か っ た。」

この山 の頂 で ， キ ャノ ン姉 妹 は もうひ と

つの発 見 を し ましたる 文学 へ の愛 です 。 こ

れ に よって彼女 の その後 の人生 が どれ ほ ど

豊 かな もの とな ったか 分 か りませ ん。

「十代 の前 半で し ょうか。 ひ と りの男 の

子 が私 に，、ぺ 一 ジが破 れ て ぼ ろぼ ろに な っ

た1冊 の詩集 を くれ た んで す。 それ が私 の

人 生 を変 える こ とにな りま した。『人 は五 感

を越 えた所 に到達 す る ことがで きる。 そ う

でな けれ ば天 は何 のた め にあ るの だ ろ う。』

英 国の詩 人 ロバ ー ト ・ブ ラウニ ング は そ

う書 きま した。 そ して この言葉 は私 自身 の

言葉 とな り， ひ とつ の理想 と して私 の 自我

の目覚 め となっ たの です。

この 同 じ少 年 は， ウ ィ リアム ・シェー ク

ス ピアや ウ ィ リア ム ・ワー ズ ワー ス，ヘ ン
1リー ・ワー ズ ワー ス ・ロ ング フ ェロー， そ

れ にジ ェオ フ リー ・チ ョー サー の作 品 を収

めた， す り切 れ た皮 の表 紙 の本 を何 冊 か貸

して くれ ました。彼 は手 あた り次第 に何 で

も吸収 し よう とい う心 の持 ち 主で した。 ま

た公 立 の図書館 か らは， 当時 で はあ ま りな

じみの ない， 不格 好 で安 っぽ く， ぺ 一 ジ を

め くるのが大 変 な新 しい製 本 の本 を借 りま

した。チ ャール ズ ・デ ィケ ン ズや ロバ ー ト・

ル イ ス・ス テ ィー ブ ンソ ン，それ にラ ル フ・

ウ ォル ドー ・エマ ソンの エ ッセ イ 『友情 』

な どが 収 め られ てい ました。

私 は こ うした本 をむ さぼ り読 み ま した。

本 を貸 して くれ た その少 年 も私 も， もち ろ

ん読 んだ こ とを皆 理解 で きたわ けで は あ り

ませ ん。 で も理解 し よ う と努 力 す る こ とが

楽 しい ので す。 い つの 日か潮 の流れ の よう

に， 分 か らなか った こ とが 皆見 えて くる の

で す。小 説 の世 界 に身 を横 た え，読 み終 え

た ら今 度 は 自分 の 言葉 で相 手 に何 が書 い て

あっ たか話 す， その よ うに して短 い夏 は過

ぎて ゆ き ました。 そ して それ が， 私 た ちの

一 生 の関係 の基盤 を築 くこ とにな ったの で

す 。」

キ ャノ ン姉 妹 は， この よ うな知 的成 長 の

過 程 に あ って，霊 的 に も成熟 の 度 を増 して

い き ま した。

「春 の終 わ り頃
， 私 は祝福 師 の祝 福 を受

け ました。 季節 もち ょう ど良 か ったで す し，

私 自身 ，受 けた い とい う気 持 ちが あ りま し

た。 それ で，天 のお父 様 が私 の ため に何 を

用 意 して下 さ ってい るの か， 一生 懸命 準備

を して聞 こう と考 え ました。 もち ろん悔 い

改 めな けれ ばな らない こと もあ りま した し，

断食 と祈 りもし ました。 そ して両 親 や特 別

な ひ と りの ボー イ フ レ ン ドと，祝 福 師 の祝

福 の意味 につ いて熱 心 に語 り合 い ました。

祝福 師 の ジ ョー ンズ兄弟 との約 束 の前 の晩

の こ とをよ く覚 えて い ます。私 は もっ と天

の お父様 に近 づか な けれ ば な らない と思 い

ま した。 そ して外 に出て たた ず みな が ら，

コオ ロ ギの美 しい鳴 き声 に耳 を傾 け ま した。
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田であるウィンフレッド・アンダーソン姉妹と'

自分 はお とな にな った んだ な あ。 そ う思 い

ま した。 そ して その時 です 。夜 空 に瞬 く星

に手 招 きされ てい る よ うな感 じが しま した。

感情 の お もむ くま まに，私 はち くち くす る

草 の上 に あお 向 けに な りま した。 子供 の頃

よ くそ うした もの で した。 そ して ひ とつ伸

び を して， 空 に 目をや りま した。不 思 議 な

経験 を したの は その時 で す。 自分 の心 が地

上 か ら離れ て， どん どん宇 宙 に吸 い込 まれ

て い くの です。 神様 の み そ ばに来 た んだ。

そ う思 う と，胸 が高 鳴 りました。 そ う，私

の祈 りが天 に届 いた ので す。私 は，神 が生

きてお られ る こ とをみた まを通 して知 りま

した。 涙が 込 み上 げ て きて，止 ま りませ ん

で した 。」

思 春 期 にあ った キ ャノ ン姉妹 に とって ，

両親 の存 在 も大 きな力 で した。

「父 は愛 の深 い人 です。 私 がす る こ とは

何 で も素晴 ら しい と考 えて くれ ました。 ひ

とりの 少女 に とって それ が どん な に自信 に

つ なが ったか ，想像 して み て下 さい。 す べ

て愛 に満 ちた生 活 で した。 父 は見 ず知 らず

の人 に も愛 を示 し ました。 そ んな父 で した

か ら， 天 のお 父様 も父 の よ うな人 で はない

だ ろ うか と思 うよ うにな りま した。 そ うす

る と， 祈 りも親 しみ の込 もった もの とな り

ます。

父 は祈 る時， 通 りに住 む全部 の家 族 の名

前 をあげ て，祝 福 を願 い ました己 また 時々，

難 しい言葉 を使 うの で意味 の 分か らな い こ

とが あ りました。

あ る晩 父が祈 って い る時，私 は神 様 か ら

罰 が下 るの を覚 悟 で， 祈 ってい る父の顔 に

目 をや りました。 び っ くりし ました。泣 い

てい たの です 。 こち こちの固 い言葉 を使 っ

て祈 る父 も， 心 は思 いや りで 一杯 で した。

涙 が その証 拠 で す。

母 は教会 の こ とを一 生 懸命 や りま した。

いつ も献 身的 で 自分 を よ く制 し， み た まの

導 きに従 って行動 す る人 です 。母 はふ た つ

の言葉 を よ く使 い ま した。 『義 務 』と『従 順』

です。.また彼 女 は気転 の き く人 で，物 知 り

で もあ りま したる 『辞 書 を見 て み まし ょう』

『百科 辞典 を持 って くるわ』『聖典 に何 て書
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スペンサー ・W・キンボール大管長と共に

いて あ るか し ら』 これ が母 の 口癖 で した。

私 も御多 分 に もれず ，教会 が 真 実で あ る

こ とを知 るた め に祈 らな けれ ばな りませ ん

で した。 この知 識 は，母 が信 じて い た もの

の押 し付 けで は あ りませ ん。 それ どこ ろか，

私 は母 の教 えに よって危 機 を脱 した こ とが

何 度 もあ りま した。 若 い頃 の私 は情 熱 的 で

したが ，母 は そん な私 に， きちん とけ じめ

の ある生活 をす る ように教 えて くれ ま した。

その ことを感謝 してい ます。 自分 の気 持 ち

を コン トロー ル して後 に きち ん と自立 した

生 活 を送 る方が ， ひ どい罪 と心 の痛 手 に さ

いな まされ るよ りず っ とよい と思 うか らで

す。 ・、

今思 う と，家庭 で この優 しさ と福 音 を し

っか りと守 る態 度 とが両 方 と も強調 され て

いた ことは，本 当 に良 か った と思 い ます。

そ してそ のふ たつ の面 は，両 親 の人 生 か ら

私 た ちが模範 として 自然 に学 び 取 った もの

で した。」

結婚生 活 に入 ったキ ャ ノ ン姉 妹 の愛 とい

う ものは， 子供 の頃 に家庭 で味 わ った と同

じ愛 で した。

「母 は
， 正 しい こ とをすれ ば必 ず結 果 に

な って 現 れ る と教 えて くれ ま した 。 父 は私

を愛 して くれ ました。 そ して夫 の ジム に よ

って 自分 自身 を さ らに価値 あ る存 在 として

見 られ るよ うにな りま した。今 あ るの は夫

の助 けが あ ったか らで す。 こん な夫 に恵 ま

れ て，本 当 に幸 福 だ と思 っ てい ます。 彼 は

私 に とっ て祝 福 で す。 私 は教会 で は指 導者

で すが ，家 で は彼 が指 導 します。 素晴 ら し

い と思 い ます。」

文 筆 の才 に恵 まれ た キ ャノ ン姉 妹 は，人

生 の移 ろ い を季 節 に例 えて こ う書 い てい ま

すo

「冬 は冬 至 と共 にや って来 るの だ ろ うか
。

それ とも初 雪 と共 に。 そ うで は ない。 冬 は

季 節 を問わ ず， 傷 つ いた心 にや って来 る。

そ して そ の心 の傷 は， 人 と人 との 交 わ りの

中 で生 じる こ とが しば しばだ。」

イ レイ ンの冬 は まだ 子供 の頃 にや って来

ま した。

「私 は母 の勧 め で，朗 読 の先 生 に付 い て
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訓練 を受 けて い ま した。 父 が良 い仕 事 に恵

まれ て い たお陰 で ， そ う した訓 練 を受 ける

こ とが で ぎた ので す。 そ の頃 ， また とな い

機 会 が巡 って きま した。学 校祭 の一貫 と し

て，6年 生 の 中か らだれ かひ と りが， テ ン

プル ス クウ ェアの タバ ナ クル で話 を しな け

れ ば な らな いので す。 私 は 当然 の こ とな が

ら， 選 ば れ る と した ら自分 しか ない と思 っ

て い ま した。」

で も，1結果 は違 って い ま した。 イ レイ ン

は失望 し ました。 もち ろん 当時 の イ レイ ン

には， 将来 タバ ナ クルの説 教 壇 で話 をす る

に と どま らず， その 声が全 世 界 に放送 され

るな ど とい う こ とは想 像 もで きなか った で

し ょ う。 で も， そ う した将 来 につ いて何 も

知 らなか った彼女 が ， どうや って失 意 に打

ち勝 った の で し ょうか。.

「ええ，初 めは 『一生 懸命 練 習 して も全

然 効果 が な か った。 み んな 自分 の好 きな人

を選 ぶ の よね』 と考 え ました。 で も， その

気 持 ち は克服 で き ました。私 は決 して神 様

の こ とを忘 れ た こ とが なか った の で，祈 り

の 中で天 の お父様 に こ う尋 ね ま した。『なぜ

です か。 練 習が 足 りな か った ので すか。 ど

こが悪 か った ので し ょう。』」

こう して彼 女 は， 自分 の思 いの すべ て を

御 父 に打 ち開 け，答 えを受 ける術 を身 につ け

て い き ました。

学 生 時代 の数 々 の経験 を通 して ， キ ャノ

ン姉 妹 は正 しい 目的 を持 つ こ との大 切 さを

学 び ま した 。地 位 や名 声や権 力 を得 よ う と

す る と， 自分が 心 か ら求 めて い る究極 的 な

ものか ら次 第 に それ てい くの です 。 そ して，

初 め は夢 想 だ にで きなか った素 晴 ら しい場

所 に到 達 で き るはず なの に， それ もで きな

くな って しま うので す。

「私 が学 んだ の は次 の こ とで す
。与 え ら

れ た ことを，他 の事柄 に気 を取 られず に と

にか く一生 懸命 行 な う。 そ うす る と， それ

が後 の経験 へ の備 え とな る， とい う ことで

す 。」1
いや

彼女 は，心 の痛 手 は奉 仕 に よって も癒 す

こ とがで きる こ とを知 りま した。

「私 は高校 の 時 に
，女 子学 生協 会 の会長

に立候 補 し ましたが ，落 選 して しまい まし

た。何 か ， すべ て を失 った よ うな気持 ち で

した 。 で きた らだ れ もいな い所 に行 きた い，

そ う思 い ま した 。 で もそ う した気 持 ち を押

しの けて，私 は担任 の教 師 と共 に， 当選 し

た人 の た めの盛 大 なパ ー テ ィー を計 画 し左

ので す。

負 けて傷 つ くこ ともあ るで し ょう。 その

時 は人 のた め に働 くこ とで す。 だれ かが い

や な こ とを した り， 自分で欲 しい と思 って

い た賞 や仕事 を人 に取 られ た りした時 は，

だれ か の所 に行 って 『私 に何 かで きる こと

が ない で し ょ うか 』 と言 って下 さい。他 の

人 に手 を差 し述 べ る ことに よって， 心 の傷

か ら遠 ざ か るので す。」

キ ャ ノ ン姉妹 は 自分 の成 長 を計 る尺度 を

ひ とつ 紹介 して くれ ま した。それ は，「自分

は今 ， キ リス トの よ うにな ろ うと してい る

だ ろ うか」 とい う言葉 で す。

キ ャノ ン姉妹 は長年 にわた る敬 度 を土 台

に，今 ，若 い女性 の相 談相 手 として活躍 し

てい ます。 若 い女 性 の年代 の人 々 が彼 女の

話 に耳 を傾 け るの は，彼女 な ら悩 み を分か

って くれ る し，助 けて くれ る と信 じてい る
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か らです。

教会 の若人 の皆 さん一人 一人 に分 か って

いただ きた いの は， た とえ世界 的 な業 績 を

残 した として も， 主 のみ た まが なか った ら

それ は無 に等 しい とり う こ とです 。私 は今 ，

みた まの 導 きに もっ と敏 感 にな る こ とを望

んでい ます。 すべ て はみ た まを受 けてい る

か否 かで決 ま ります。私 は この みた まの働

きに よって偉大 な奇 跡 が起 きるの を， この

目で見 て きま した。」

妻 として，母 と して， 祖母 として， そ し

て末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の中 央若

い女性 会長 と して， イ レイ ン ・キ ャノ ン姉

妹 は今過 去 の経験 とみ た まの導 きを元 に，

最善 を尽 くそ うと努 力 して い ます。 彼 女 は，

私た ちの前 に永 遠 の未来 が 開 けて いて ， そ

れ に備 えなけれ ば な らない こ とを知 って い

ます。 そ して今 ，与 え られ た務 めの 中 で，

神 の国 の義 を第 一 に求 めて た ゆ まず 努力 し

てい るので す。 この ような彼 女 に， 残 りの

もの は後 にすべ て添 えて与 え られ るで し ょ

う。

「あなた はバ プ テスマ の水 を出た後
， し

む く

ば ら くは純 粋 無垢 な聖 徒 として過 ごす こ と

が で きるで しょ う。両 親 の教 えに も， しば

しの間素 直 に従 う こ とが で き るで し ょう。

家庭 で， また セ ミナ リー や イ ンステ ィテ ユ

ー ト
， 日曜 学校 で，聖 句 を暗 唱す る こと も

わ

で きるで し ょう。 また ，教 会 で祈 りの環 に

加 わ り， 主へ の敬度 の念 を感 じる こ とも し

ば しば あるで し ょう。 またダ ビデ の よ うな

偉大 な人物 の話 を聞 き，主 の み力 に驚 くこ

と もあ るで し ょう。 これ らは すべ て素 晴 ら

しい経 験 で す。 しば ら くは。

そ して突然 ，現 実 の生 活 が あな た を襲 う

ので す。 現実 の海 の真 った だ 中に放 り出 さ

れ た あ なた は， 自分 自身 で考 えな けれ ば な

りませ ん。 決 心 や行動 の一 つ一 つ を予言 者

や 親 に頼 る ことが で きない ので す。 大 きな
あ

誘 惑 に遭 ってい て も， 主 は何 もな さ らない

で し ょう。 人 生 は試 しの 時 なの です か ら。

ダ ビデの最 初 の チ ャ レン ジは，相 手 が体 が

大 きい とい う こ とだ けで した。 で も， あな

たの本 当の敵 は， あなた よ りも低 い考 え を

抱 い てい る， あ なた の親友 で あ るか も しれ

ませ ん。 そ して， 悪意 が な けれ ば よい とい

う考 え方が 自分 との闘 い に は決 して勝 利 を

収 め る こ とが な い こ とが 分か るで し ょう。

つ ま り， 自分 で なすべ き こ とに つい て， そ

の 責任 を他 の人 に転 嫁 す る こ とはで きない

の です。

皆 さん は神 の娘 です 。神 の 家族 で す。 家

族 で あ る とい うこ とは，家 族 として 同 じ こ

とをす る， す なわ ち家 族 の標 準 に従 って 生

活 す る こ とを意 味 します。 もち ろん この天

の家 族 の 中に あ って，成 長 につ き ものの悩

み や心 の痛 み を経 験 す る こと もあ るで し ょ

う。 で もこの家 族 の長 で あ る天 の お父 様 は，

鷲撃驚 雛騨勤窪(
御 父 は， い つ の 日か私 た ちが み も とに帰 る

の を待 って お られ ます。 それ も，人 生 を立

派 に過 ごして帰 って くる こ とを望 んで お ら

れ るの です。
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ス
ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボール 大管 長 は，

次 の よ うに述 べ て い ます。「末 日聖徒
けいけん

は， 地上 で 最 も敬度 な民 と言 え るで し ょ う。

で は敬 度 さは ど こで 養 い， どの よう に高

め た ら よいの で し ょ うか。 家庭 が ，神 にふ

さわ しい あ らゆ る徳 を養 う絶好 の 場所 で あ

る よう に， 敬度 さ も また， 家庭 にお いて養

わ れ ます。

そ して， 家庭 で学 んだ事 柄 が， 教会 の 集

会 で の行 動 に現 わ れ るの です。 家庭 で祈 る

よ うにな った子 供 は， 礼拝 行事 の祈 りの 時

は， じ っ として静 か に して いな けれ ば な ら

な い と， す ぐに分 か る よ うにな るで し ょう。

同様 に， 家庭 の夕べ が家 族 の生 活 の一 部

にな って い る と， 子供 た ち は教 会 だ けでな

く家庭 で も天 父 につ いて学 び，敬 度 に しな

けれ ばな らない時 が あ る こ とを知 るよ うに

な ります。

幼 い子供 のい る両親 は，子供 に集会 の大

切 さを悟 らせ ，騒 が せ ない よ うにす るの に

大 変 な時 もあ るで し ょう。 これ を上手 に行
き ぜん

な うに は，家庭 での 忍耐 ，毅 然 とした態度 ，

準 備が 非 常 に大切 な 要素 とな ります。」(「敬

慶 な民 」pp。2-3)

次 に紹 介 す るの は，子供 と出席 す る教 会

の集会 を実 りある敬慶 な時 間 にす るため に，

両 親 た ちが提 示 した ア イデ アの数 例 です。
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★特集2/教 会での子供たち

主
は言 われ ました。「幼 な子 らを その ま

まに して お きな さい。 わ た しの とこ

ろに来 るの を とめ ては な らない。 天 国 は こ

の ような者 の国 で あ る。」(マタ イ19：14)

同様 に ご く最近 で は末 日聖 徒 も， す べ て

の年 齢 の子供 は両 親 と共 に聖 餐会 に出席 し，

家族 は一 緒 に座 るべ きで あ る と教 え られ て

い ます。 こ うす る こ とに よ り，集 会 を霊 的

な もの にす る上 で問題 が幾 つ か 出て きます。

例 えば， 子供 が泣 き出 した り騒 いだ りし ま

す。 ひ とりの大人 が何 人 かの子 供 の面 倒 を

見 な けれ ば な らなか った り，近 くに他 の 子

供が座 った りします。 また，両 親 が子 供 の

扱 い方 を知 らな い とい う場 合 もあ ります。

その ような時 に問題 が起 こるので す。

確 か に他 の人 の こ とや集 会 の 目的 を考 え

る と，騒，いで い る子 供 が お とな し くな る ま

で，休 憩室 や子 供 のた め に設 けて あ る隣 の

部 屋 に連 れて行 くように言 われ る こ とが よ

くあ ります 。 けれ ども親 た ち の多 くは子供

を静 か にさせ， 集会 を子 供 に とって楽 しい

もの にす る よ う助 けて さ えい ます。 小 さな

子 供 た ちには，休 憩 室 は しば しば単 な る こ

らしめで しか あ り ませ んが， 少 し大 きい子
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眠っている子供 ，

泣 いている子供
●小さな子供たちが教会の中で

楽しく過ごせるように助ける

ジョイス・ウイリアムズ

供 に とっては訓 練 の場 で あ り， 親子 が お互

い に理解 し合 う場 とな ります。

固い椅 子 に足 を きちん とそ ろ えて腰 か け

て い る姿 や ，足 が床 に届 か な くて椅 子 か ら

だ ら りとぶ らつかせ て い る姿 を想像 して み

て下 さい。 隣 に座 って い るの は 自分 の 大好

きな人 なの に， も じも じ動 き出 した りお し

ゃべ り した りで も しな けれ ば， 話 しか け て

くれ な い し， あなた の方 に目 を くれ よ う と

もし ませ ん。 近 くには あな たの親 友 が座 っ

てい ます 。 で もあな た は天 のお 父様 が敬 度

にな る こ とを望 んで お られ る と教 え られ て

い るので ，友達 と話 した り遊 ん だ りす る こ

ともで き ませ ん。 しか も敬 度 とい うあ い ま

いな概 念 は， これ か ら先何 年 か たた な い と

本 当 の意味 を理 解 で きな いか も しれ な いの

で す。 じっ と座 って話 に耳 を傾 けて も，興

味 をひ くの は讃 美 歌 ぐらいの もので す。 だ

れ が話 してい るか見 よ う として も，前 の人

の頭 越 しで は それ もか な い ませ ん。時 計 の

針 はな か なか進 まな い し， あなた は退 屈 だ

け どちっ とも眠 くあ りませ ん。 そん なだ か

ら， あ なた は心 底， 家 まで走 って帰 りた く

な るの です。



＼

小 さな末 日聖徒 は普通 の子 供 と変 わ りま

せ ん。彼 らが教会 で や って い る こ とは， 成

長 と進 歩 の過 程 におい て正常 な こ とで す。

エ ール大 学 で は，様 々 な年齢 で 子供 が表 わ

す 多 くの特徴 につ いて の調査 が な され まし

た。(SeeAmoldGesellandFrancesI

lg，1吻%!αn4Chづ14カz孟h6Cz`」 伽名6(ゾ

To磁 ッ，NewYork：Harperand

Brothers)1歳 の 子供 は活 動 が好 きです 。

動 き回 った り，引 っ張 った り，床 をはい 回

った り，物 を床 の上 に投 げ て また それ を取

りに行 った りし ます。15カ 月の子 供 は探検

した り，本 のぺ 一 ジ をめ くった り， 周 りの

物 の 動 き を観 察 した りす るのが好 きで す。

18カ 月 にな る と， よ じ登 る こ とが彼 らの好

きな活動 にな ります。 また讃 美 歌 な ど， 本

のぺ 一 ジ を破 った りし ます 。何 にで も興 味

を示 し，首 を突 っ込 みたが る時 期 です 。 こ

の時 期 の子供 た ちがか ん しゃ くを起 こす の

は， 自分 の意思 と， その意 思 が他 の人 に与

える影 響 を発見 した か らなの です。2歳 で

は，子 供 た ちは覚 えたて の言葉 を， いつ も

柔 らか な調 子 で とは限 りませ んが ，練 習 し

出 す よ うに な ります。 また特 に父 親 を好 み，

(父親 が 皆 の前 で 立 って 話 を して い よ う

と)父 親 と一 緒 に いたが る ように な り ます。

また遊 んで い る間 中ず っ とお し ゃべ りを続

けて い よ う とし ます 。3歳 に な る と，子 供

た ちは親 の 言葉 によ ぐ応 え るよ うに な り，

また 何 か物 を与 え られ た らそれ で1時 間近

く遊 ぶ こ とが で き ます 。4歳 児 は さら に自

分 ひ とりで遊 ぶ こ とを覚 え ますが ，毎 日400

に も上 る質 問 を し ます 。4歳 の子供 は聖餐

会 で席 に着 い て はい るで し ょうが ，行 なわ

れ て い る ことに対 して は依 然 と して興 味 を
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示 し ませ ん。

以 上 の発 育 上 の事 実 か ら， 私 た ちは とて

も元 気 が良 く， 行動 的 で，好 奇 心 の強い小

さな聖徒 た ち の姿 を思 い浮 かべ る ことが で

き ます 。 この よ うに，子 供 た ちが正 常で あ

る こ とは慰 め とな るべ きで あ って， 心配 し

な けれ ば な らな い もので はあ りません。 就

学前 の 時期 に子 供 た ち は この人 生 にお いて

最 も重 要 な こ と， つ ま り歩 くこ と，意思 を

伝 え合 う こ と， そ して人 間関係 な ど，生 き

るた めの 技術 を身 につ け ます 。 また天 父や

教 会 や家 族や 友達 に対 して， 生涯 にわた っ

て保 ち続 ける感情 や 態度 や意 見 を育 て る時

期 で す。 で すか ら子 供 た ちの成長 に必 要 な

物 事 を軽 ん じた り， 教会 で否 定 的 な態 度 を

見 せ た りす べ きで は あ りませ ん。私 た ちは

子供 の発 育段 階 を生 か し，教 会 の活 動 に参

加 す る とい うチ ャ レン ジに対 処 してい く時

に， それ ぞれ に合 った方法 で根 気強 く助 け

て あ げ るべ きです 。

赤 ち ゃん， つ ま り乳 児 は集会 の進 行 に は

関 心 が あ りませ ん。両 親 は哺乳 びんや 赤 ち

ゃん の毛布 や 音 の 出な いお もち ゃな どを利

用 して， 子供 た ち を快 適 に し，気 持 ち よ く

過 ご させ て あ げる よ う気 を配 るべ きです。

むず か って周 りに迷 惑 をか け る時 は， 無理

して礼拝 堂 に いて も，彼 ら ぐらいの年 齢 で

は人 格 を形成 した り正 しい 習慣 を身 につ け

た りで きるわ けで は あ りませ んか ら，休 憩

室 や子供 のた め に設 け られ た教 室 に連 れ て

行 って落 ち着 かせ る ことです。

よち よち歩 きの幼 児 や未 就学 児 は，周 囲

を意識 す る よ うにな ります。 いつ も身 の周

りが快 適 で あ ると とだ けで は十分 で はあ り

ませ ん。彼 らは遊 び相 手 を欲 しが り， また
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動 き回 りたが ります。未 就学 児 は まだ幼 く

て集会 の意 味 を理解 す る こ とが で きな いの

で，次 の方法 を用 い る ことがで き ます。

1.大 人 が一 対一 で敬虚 にで きる よ うに

助 ける。 父親 ，母 親 ，兄 や姉 ， その 他 の十

代 の子供 ， また は ワー ド部 内の年 配 の教 会

員 や独 身の教 会 員 は，特 に子 供 た ちが なつ

いてい る場合 ， 良 い助 け を与 える ことが で

き ます。 助 けの必 要 な両親 は遠慮 な く助 け

を求 めるべ きで す。 ワー ド部 の会 員 で未 就

学児 の い ない人 が，明 らか に助 け を必 要 と

してい る人 に協力 を申 し出 る こ とが で き る

で し ょう。

2.コ ミュ ニケ ーシ ョ ンが必 要 。 子供 た

ちは70分 間 お しゃべ りしな いでが まん して

いる こ とはで きない ので ， ひそ ひ そ声 で話

す ことを教 え る必 要が あ ります。 また集 会

中子供 たち にい つ も目 くばせ を し，抱 き し

め， ほ ほ えみか け，体 を軽 くた たい て あげ

る ことが必 要 です 。

3.子 供 た ちの興 味 を 引く ，音 の 出な い

お もち ゃを与 える 。 木 や金 属 でで きたお も

ちゃ よ りもク ワイエ ッ トブ ックや ス ポ ンジ

ブロ ックな どが良 いで し ょう。 教会 に置 い

て あるお もちゃ は さ らに効 果的 に使 え ます。

4.子 供 たち を寝 つかせ るもの を 準備 す

る。小 さな毛布 ，枕 ， また は子 供 の緊 張が

和 ら ぐな ら柔 らか いお もち ゃや 哺乳 びんが

良い で し ょう。 眠 って い る子 供 は， はい 回

った り，飛 び はね た り， 泣 い た りして い る

子 供 よ りず っ と扱 いや すい もの で す。

5.集 会 の様子 が 見 えるよ う にす る。 ひ

ざの上 に座 らせ る と子供 は よ く見 え ます。

また子供 を友達 か ら離 れた所 に座 らせ る こ

とに よ って ，注 意が散 漫 にな るのが 避 け ら
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れ ます。 列 の端 や礼 拝堂 の後 ろの 方 に座 る

と， 必要 な 時 にす ぐに出 る こ とが で き ます。

6.ど ん な小 さな こ とで も， 良 くな った

ら ほめ る。 これ は教 会 か ら帰 って きて 家 で

行 な うのが一 番 良 いで し ょう。 しか し敬 度

さをそ こな わ な けれ ば， その場 で ほめ て も

構 い ませ ん。 聖餐 式 の 間静 か に してい る こ

とが で きれ ば，子 供 の年 齢 が上 にな るに従

っ て，両 親 は静 か に してい る時 間 を延 ばす

こ とが で きるで し ょう。 大切 な こ とは一 度

に多 くの こ とを期 待 し過 ぎな い こ とで す。

3歳 にな る まで は，70分 の集 会 の大 部分 を

自分 で お とな し くして い る こ とはで きませ

ん。3歳 を過 ぎて も子供 に関心 を向 け る こ

とが必 要 な 日が時 々 あ るで しょ う。

7.必 要な 時 に速 や かに礼 拝 堂 を出 る。

明 らか に集会 を妨 げる子供 は礼拝 堂 の外 に

連 れ 出す こ とが一 番 良 い方法 で す。 しか し，
き げん

機 嫌 を悪 くした子 供 を連 れ て外 へ出 る時 は，

自分が どん なに困 って失 望 して い るか よ り

も，子 供 が ど う感 じ亡い るか を考 えて下 さ

い。恐 れ や罰 を加 える こ とは，子 供 を支 え

励 ます こ とか ら比 べ た らあ ま り助 けに はな

りませ ん。 礼拝 堂 に戻 る時 にい い子 にす る

と約 束 させ れ ば， お どか した り， ぶ った り

す るよ りは もっ と上 手 に行 儀 よ くさせ る こ

とが で きるで し ょう。

どんな小 さな子供 で も教 会 で楽 し く過 ご

す こ とがで き ます。 子供 た ちはか な り小 さ

な時 か ら教会 へ 行 くこ との楽 しさを学 び，

そ の過程 で敬 塵 にな る こ とを学 ぶ こ とが で

きるの です。

*ジ ョイ ス ・ウ ィ リアム ズ姉 妹 は， 小 児発

達 学 の元 教授 で5児 の母 親 ， タ ラハ シー ・

フロ リダ ワー ド部 日曜学 校教 師 。



★特集2/教 会での子供たち

私
の子供はふたりだけですが，集会中

，

のす った もんだ は12人 家 族 の お母 さ

ん に も匹敵 す る もので す。

毎 週 日曜 日， 私 は教会 員 で ない夫 を残 し

て集 会 に 出席 しますが ，聖 餐会 中 に は少 な

くとも1回 ，多 い 時で は何 回 も外 へ 出な け

れ ば な りませ ん。大 声 を上 げ て もが いて い

るふた りの子 供 を両 腕 にか か えて廊 下 を歩

く度 に，私 は いつ も同 じこ とを考 えて い ま

した。「どう して こんな風 に外 へ 出 な きゃ な

らない の。 この子た ちった ら私 に何 の うら

みが あ る とい うの か し ら。 じゃ ま して欲 し

くない の。私 には勉 強 す る こ とが た くさん

あ るの よ!」
しか

廊 下 に出 る と子供 た ち をひ ど く叱 り， 悲

しい気持 ちを押 し隠 して， お とな し くす る

こ とを強 要 します。 私 は ちっ とも幸 福 で は

あ りませ んで した。 そ して子 供 た ち もそ う

で した。

その時 私 は こ う考 え始 め ました。 も し隣

に救 い主 が い らっ し ゃった ら私 は あん な風

に は しなか った わ。 イ エス様 な ら こん な時

に どうな さるの か し ら。 多 分子供 た ちを ご

自身 の足 元 で静 か に遊 ばせ てお や りにな り，
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また廊下!

リンダ ・アルダーマン

子供 た ちの 注意 を好 きな方 にお向 け にな る

わ。 そ して きっ と小 声 で今 何 を してい るか

説明 な さるで しょ う。子 供 た ちを騒 がせ ず，

そ の愛 に満 ち た優 しい声 で静 か に させ るの

よ。 イ エ ス様 は子供 た ちが 快適 で楽 しそ う

か気 を配 られ て，疲 れ た ら眠 らせ てお や り

に な るで し ょ う。 で もそれ で いて甘 や かす

こ とはな さ らない わ。

この見 方 は子 供 た ち に対 す る否定 的 な思

い を打 ち消 す助 け とな り ました。 そ して こ

の ことに感謝 し ま した。 けれ ども聖 餐会 の

お話 を聞 きた い とい う私 の個人 的 な願 いは

依 然 と して な くな らず， 何 か を聞 き逃 す度

に その思 い が私 をむ しば んで い くので す。

あ る 日曜 日の こ と， と うと うそれ が頂 点

に達 し ました。 聖餐 会 が始 まって5分 た っ

た時 ，2歳 の子 供 が ぐず ぐず泣 き出 したの

です 。間 もな くそ れ は我 慢 で きな い ものに

な りま した。 す る と案 の定 ，下 の子 も泣 き

出 し ま した。 私 は す ぐにふ た りを外 へ連 れ

出 し ま した。 あ る人 は迷 惑 そ うに， あ る人

は理解 を示 して私 た ちを見 て い ま した。私

は屈 辱的 な気 持 ち で荷物 を ま とめ て廊下 に

移 りま した。 敗 北感 で一 杯 で した。 や るせ

な い気 持 ち で 胃の具 合 まで 悪 くな りました。

私 は礼 拝堂 を出 てか ら2歳 にな る娘 に，

自分 が どん な に腹 を立 てて い るか， また教
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会 で教 え られ てい る こ とを私 が どん な に今

学 ばな けれ ば な らない か を話 しま した。 愛

情 を込 めて かつ厳 しい調 子 で， 私 は彼女 を

押 さ えつ けて静 か に させ ま した 。 で も子 供

が言 う ことを聞 い て よ うや く落 ち着 い た後

で さ え， 話 を して い る人 の言 葉 は耳 に入 り

ませ ん で した。何 も得 る もの が な く，「何 の

役 に立 つの だ ろ う」 と考 えてい ました。

その時 ，知 恵 の種 が私 の心 の 中 に まかれ

ま した。子 供 た ちの横 に座 り， 聞 こ えて く

る意 味 もわか らない 声 に上 の空 で耳 を傾 け

て いる と，聖 霊が 聖餐 会 で も聞 いた こ との

な い ような話 を して下 さい ま した。

「あ なたの努 力 は顧 み られ て い ないの で

は あ りませ ん。十 分 に認 め られ てい ます 。

なぜ な らあ なた は子供 に正 しい姿 勢 と振 る

舞 い を教 え るため に，聖 餐会 で受 け る教 え

を幾 つ か あ き らめ な けれ ばな らな いか らで

す。 子供 が静 か に して い るほ んの少 しの時

間， あ なた に は普段 よ りもず っ と大 きな学

ぶ力 が与 え られ ます。 よ く考 え る ことに よ

り， あ なた が聞 き逃 した知識 だ けでな くそ

れ以上 の ものが与 え られ るので す。」

それ以 上 の もの… …。 私 は その時 ，子供

を育 て る こ とを通 して受 けた訓練 と学 びは，

犠 牲 に して足 るべ き もの だ った こ とを悟 り

ま した。 心 の重荷 は軽 くされ ，崇 高 な天 父

のみ 旨 を理解 した とい う気 持 ちで一杯 で し

た。感 謝 と喜 び に満 た され たの です。

*リ ンダ ・ダー リン ・ケイ ン ・アル ダー マ

ン姉妹 ，3児 の母 親， カナ ブ ・ユ タ ワー ド

部 初級 初等 協 会音 楽指 揮者 。

＼

子
供 た ちがか な り小 さい 時期 は， 私 た

ちはい つ もす ぐに席 を立 て る ような

場 所 を選 んで座 りました。 お むつ の入 った

か ば んは， い つ も活 発 で生 き生 き してい る

連 中 を静 か に させ るた めの本 や， ク レ ヨン

や， 音 の出 な いお もちゃ な どが い っ ぱい入

子供が話を聞く

助けをする

リンダ ・リー ・ハ ンデ ィ

って い ま した 。私 た ちの 目的 は聖 餐会 の 間

子供 た ちを静 か に させ て お くこ とだ った の

で す。

しか し， 子供 た ちが 大 き くな って小学 校

に入 る頃 にな る と， 私 た ち は新 しい段 階 に

進 む こ とを考 え ま した。 私 た ちの側 で もう

少 し努力 す る ことに よっ て，子 供 た ちが教

会 の集会 を新 しい見 方 で見 るよ うにな り，
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そ こで受 け るメ ッセ ー ジに よ って成長 で き

るの で はな いだ ろ うか， と考 えたの です 。

です か ら，私 た ちの新 しい 目的 は，子 供 た

ちが教 会 の集 会 でお話 を聞 いて何 か を学 ぶ

の を助 け る とい う もの に変 わ りました。

最初 に私 た ちは， これか ら何 をす るのか，

享たなぜ そ うす るのか を家族 で話 し合 い ま

した。 それ か ら 「使 用 中止期 間 」 を決 めて

実行 しま した。 その期 間 は上 の3人 の子 供

に， も う遊 び道 具 は持 っ ていか な いで話 を

聞 くよ うに言 い ま した 。

この期 間 私 た ちはい ろい ろ と深 く考 えて

み ました。 そ して家 庭 を霊 的 な こ とを学ぶ

中 心地 と しな けれ ば な らない こ とを今 まで

にな く強 く感 じたの です。 教会 で教 え られ

てい る福 音 の概 念 は家 族 で話 し合 うた めの

踏 み台 で あ るべ きで す。 家庭 で学 ん だ原則

は教会 で補 強 され， よ り豊か な もの に な る

ので す。 この よ うに して，私 た ちの期 待通

り子供 たち は聖餐 会 をよ り敬 度 な もの とし

て受 け入 れ るで し ょう。・

また子 供 た ちが，話 を聞 く力 を養 え る よ

う助 ける こ とに焦 点 を合 わせ る必 要 が あ る

こ とも学 び ました。 そのた め に どうす れ ば

良 いか とい う ことにつ いて ，私 た ちの経 験

か ら得 た こ とを次 に挙 げて お き ます。

1.話 を聞 くこ との大 切 さ と話 の聞 き方

につい て， 家庭 の 夕べ でレ ッス ンを行 な っ

て下 さい。 最初 に一対 一 の会話 の 時 はお互

い に どの よ うに相 手 の話 を聞 くか につ い て

話 し合 ってみ まし ょう。 また そ の状 況 をロ

ー ル プ レイ ングで 行 な ってみ て下 さい。 そ

の週 は子供 たち と共 に良 い聞 き手 とな る よ

う努 めて下 さい。 話 し手 は聞 き手 の 目 を見

なが ら話 す こ と， 聞 き手 は話 し手 に神 経 を
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集 中 させ る こ とが 大切 で あ る とい う ことを

教 えて下 さい 。

2.そ の他 特別 に話 を聞 く場 を家庭 で設

けて下 さい。 私 た ちは家庭 の夕べ の 中で，

子供 た ちが聖 典 の 中か ら話 をす る所 や，福

音 につ いて教 えて い る所 をテー プ に録 音 し

てい ます 。子 供 た ち はテー プで 自分 の声 を

聞』くのが 大好 きで， 何度 も聞 き返 して い ま

す。 子供 た ち に本 を読 んて あ げ る こと も優

れた 方法 で す。 後 で使 え る よう に好 きな部

分 を録音 して お くこ とも， 我が 家 で はよ く

行 な って い ます 。 テー プ は楽 しむ た めに は

もち ろんの こ と，正 しい原則 を教 え るた め

に も使 う ことが で きます。

3.こ れ らの良 い話 の聞 き方の 技術 は，

特 に聖 餐会 な ど大 勢 で話 を聞 く時 に どの よ

うに応 用 で き るか を家 族 で話 し合 って下 さ

い。 どの現 職教 師 養成 レ ッス ンで も教 えて

い るよ うに， 目 と目を合 わせ て話 す方 法 は

大 勢 の人 に話 す場 合 に も用 い る ことがで き

ます。 聖餐 会 で は話 し手 の方 を見 つ め， き

ょろ き ょろ した り他 の ことを考 えた りしな

いで ，子供 た ちに良 い聞 き手 の模 範 を示 し

て下 さい。 、

4.家 庭 で は，教 会用 語 につ い て深 く広

い知識 が 持 て る よ う教 え て下 さい。 そ うす

る ことに よ って，話 の 中 で教 会 用語 が 出て

きた時， 話 を効 果 的 に理解 す る こ とが で き

ます。教 会 の集 会 の 中で話 され る言葉 の多

くは，小 さな子 供 に も理解 で きる範 囲 に あ

ります 。最 初 はバ プ テス マ，戒 め，聖 餐 な

どの言 葉 か ら始 めて下 さい。

5.教 会 の 集会 の 目的 や 出来事 を理 解 で

き るよ うに子 供 た ち を助 け てあ げて下 さい。

家 庭 の夕 べ で祝福 や確 認 の儀 式や 聖餐 な ど，

45



★特集2/教 会での子供たち

大切 な事 柄 に つい て話 し合 い まし ょ う。 そ

うす る こ とに よ って集会 の 一部 を成 す こ う

した事柄 につ いて もっ と親 しみが わ き，興

味 も出 て くるで し ょう。

6.子 供 にひ とつ ず つ話 を割 り当て ，家

に帰 ってそ の内容 を復 唱 させ て下 さい。 ま

た集会 中に話 の要 約 を短 い文 章 で記録 す る

ように させ て下 さい。 話 が難 し過 ぎ る時 は，

両親 や兄姉 が 説明 した り概 念 を教 えた りし

て助 け る こ とが で きるで し ょう。 この方 法

は家族 全員 が協 力 し， 全員 が益 を得 る こ と

がで き ます。

7.教 会 の集 会 で聞 い た興味 深 い話 や概

念 を，家 族 の フ ァイル や ス クラ ップ ブ ック

に ま とめ ま し ょう。 見 出 し は簡 潔 に し，一

番小 さな子供 に も考 えを 出 させ て下 さい。

子供 に自分 た ちの アイ デ アや もらっ て きた

チ ラ シな どを使 わ せ て下 さい。 家庭 の夕べ

の レッス ンで， ひ と りの子 供 が それ らの お

話 の 中の ひ とつ を割 り当 て られた 時， 資料

の フ ァイル を見 返 す よ うに言 って下 さい。

8.子 供 た ちが聖 餐会 で の音 楽 に も っ と

興 味 を持 て る よう に，家 族 で讃 美歌 を歌 い

まし ょ う。音 楽 指揮 者 に聖餐 会 で予 定 され

て い る讃 美歌 の リス トを作 って もらい， 家

庭 の 夕べ で練 習 して下 さい。 子供 た ち に特

に歌詞 に注意 す る よ う教 えて下 さい。 そ し

て讃美 歌 の持 つ メ ッセー ジ につ いて話 し合

って み ま し ょう。

私 た ち両 親 が努 力 し時 間 を費 や す な らば，

子供 たち は教会 の集 会 に対 してか な りの程

度 まで 理解 で きる ように な ります。 また話

の 聞 き方 を身 につ けた子 供 た ち は， 永遠 の

祝 福 を受 けた ことにな るの です 。 k

私
が 前 に訪 問 した こ との あ る礼拝 堂 の

後部座 席 には， 白 と黒 の きれ い な札

が下が ってい て， それ に 「子供 と母 親 の 指

定 席」 と刻 まれ て い ま した。

私 は笑 うて その札 の横 を通 り越 しま した。

子供たちと前列

に座ってみました

リンダ ・パックス トン ・グ リアー

私はこれまで多くの集会を私の4人 の子供

と一緒に出席してきましたが，それは後ろ

の席ではありませんでした。私たちの家族

は礼拝堂の前列に席を占めていたのです。

確かに小さな子供のいる両親の伝統的な座

席は礼拝堂の後ろの方か最後列でした。ま

た多くの人々はこのように決められている
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こ とが好 都合 だ と考 えて き ました。後 ろの

座 席 に座 る ことに よ って， ぐず り出 した子

供 を外 へ連 れ出 す時 に周 りにか ける迷惑 を

最 少 限 に食 い止 め る こ とが で き る とい うこ

となので し ょう。 しか し私 た ち に とって，

自分 の子 供 や同 じ くらいの年 齢 の子供 と一

緒 に前 列 に座 る こ とが， 幾 つか 重要 な利 点

につ なが る こ とに気 づ き ま した。 その 内の

幾 つ か を ご紹 介 します。

1.子 供 た ち は集会 の 進行 を 見る こ とが

で き る。 礼拝 堂 の後 ろの座席 に座 った ので

は， た だ讃美 歌 を しま う木箱 か，せ いぜ い

人 の頭 が 見 え るだ けで す。 子供 はいつ も何

か を知 りた い と思 って い るの で，聖 餐会 の

話 を聞 くの をや め て他 にす る ことはな いか

探 し始 め るで し ょ う。

我 が家 の子 供 た ち は， その 日の歌 や話 の

責任 が だれ に割 り当て られ て い るか，楽 し

み に してい る よ うです。 あ る時 な ど，4歳

に な る息 子 が私 を見 上 げて 言 い ま した。「マ
も

マ， あ のお姉 さん きれ いだ ね。」

私 は言 い ました。「あ ら，そ う。 どう して

そ う思 った の。」

「だ って ぼ くの 方 を見 て笑 っ た もん。」

そ の 日， 私 は息 子 か ら素晴 ら しい洞 察 力 を

与 え られた ような気 が しま した。 こんな に

美 しい瞬 間 が，後 ろの 方 で起 こ り得 た で し

よ うか。

2.子 供 たち は参 加 す るよ うに なれ る。

子供 た ち は成 長 す る につれ て証 を述 べ る こ

とやお話 をす る こ との 大切 さを理解 す るよ

うに な ります。 そ して 前列 か らお話 を しに

説教 壇 に向 か うの はず っ と簡単 で ，勇 気 も

少 な くてす み ます。 しか も彼 らに とって最

も心 強 い ことは，説 教 壇 か ら前 列 を見 下 ろ
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す と，愛 し支 えに な って くれ る両 親 や熱心

な賞賛 の気持 ち を込 め て見 てい て∫ れ る兄

弟 の顔 が 見 え る こ とで す。 また聖 餐 のパ ン

と水 を間 近 に見 る とい う特権 もあ り， 男 の

子 た ち は深 い印 象 を受 け る こ とが容易 にな

ります。

3.子 供 た ち は敬虚 さ を学 ぶ ことが でき

る。 前列 に座 って い る と私 た ちは礼拝 堂 の

後 ろの方 で何 が起 きて い るか見 え ませ ん。

我 が 家 の子供 は，他 の子 供 が水 を飲 むた め

やお 手洗 い に行 くた めに出入 りす るのが見

え ない ので ， 同 じ こ とをす る権利 を要求 し

た りし ませ ん。

4.両 親 は 子供 た ちを 正 しく教 え ること

がで き る。 子供 た ち は前列 に座 る ことに よ

り， よ り聖 餐会 を身近 な もの に感 じ，退屈

でつ ま らな い もの だ とは考 えない よ うにな

る と思 い ます。 私 た ちは彼 らに，聖餐 会 は

主が 私 た ちに下 さる勧 告 に耳 を傾 け る時 問

だ とい うこ とを感 じて ほ しい と思 って い ま

す。 子供 た ち は音楽 や発 表 や指 示や お祈 り

な どを見 なが ら，聖 餐会 が どの ような構成

に な って い るか を理 解 す る こ とが で きます。

また小 さ い時 か ら，お 祈 りの時 は頭 を下 げ

腕 を組 む よ うに教 え られ ます。 そ して前 列

に座 れ ば， 目をつ む らな いで いて も，監 督

や副 監督 の良 い模範 が 目に入 って きます 。

もちろ ん子供 た ちが 実際 に前 列 で きちん

と座 って い られ る よ うにな るため、に は， 聖

餐会 で何 が 行 なわ れ てい るかが 分 か り， 両

親 とそれ につ いて話 し合 え る くらいの年齢

に な って いな けれ ば な り ませ ん。経験 か ら

で すが， 幼 稚 園 くらいの年 齢 に なった らも

う可 能 で はな いか と思 い ます。

前 列 に座 るに は，準 備が 必要 で す。家 庭
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の 夕べ で，敬 度iな態度 につ いて ロー ル プ レ

イング を行 な ってみ まし ょう。 そ して敬度

さ とは何 か， なぜ 敬度 にな る こ とが大 切 な

の か話 し合 って み ま し ょう。 また聖餐 とは

何 か，聖 餐式 の 間 はなぜ特 にイ エス ・キ リ

ス トについ て考 えな けれ ば な らない か を説

明 して下 さい。

また 日曜 日には，教 会 に行 く準 備 を楽 し

んでで きるよ うに し まし ょう。 ぎ りぎ りま

で準 備 に追 われ， 車 に飛 び乗 り， 教会 に時

間 すれ すれ に着 くよ うな こ とは避 けて下 さ

い。 息せ き切 ってい たの で は，子 供 た ちは

動揺 して協調 心 や敬度 な気 持 ち は失 われ て
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しま う ことにな ります。

ひ と休 み す る時間 の ゆ とりをみ て，教 会

に着 くよ うに して下 さい。 そ して始 まる前

の何 分か に， 水 を飲 ん だ りお手 洗 い に行 っ

た りす る時 問 を取 って下 さい。 もし聖餐 会

が別 の集 会 の後 に ある な ら， その合 い 間 に

子 供 た ちに新鮮 な空気 を吸わ せ た り，少 し

散 歩 した り，食 べ 物 や飲 み物 を与 えた りす

る よ うに して下 さい。 聖餐 会 が始 まる まで

に， で きるだ けみん なが気 持 ち よ く過 ごせ

る よ うにす るべ きで す。

教会 の 用事 は， 礼拝 堂 以外 の所 で 済 ませ

て下 さい。 い ったん 礼拝 堂 に入 った ら， 他

の人 と雑 談 す るの は避 け ま しょ う。 そ して

良 い模 範 とな るよ うに敬度 な態度 を とって

下 さい。

それ で は前 列 に座 る こ とで問題 が す べ て

解 決 で きた で し ょうか。 そ うで は あ りませ

ん。 赤 ち ゃん を外 へ連 れ出 さなけれ ばな ら

な い時や ，子 供 た ちが は しゃ ぎ回 って手 の

つ け られない よ う蘭時 もよ くあ り ます。で も

そ う した 問題 は少 な くな ってい ます し， 子

供 た ち は良 い習慣 を幾 つか 身 につ けた よ う

に思 い ます。9歳 の娘 は大 切 な こ とは メモ

して おい て， そ れ を しば しば 日記 に書 いて

い ます。2番 目の娘 と息子 た ちは， 話者 の

話 を聞 くこ とを覚 え ました。 私 た ちは彼 ら

も，一 番上 の 娘 にな らって同 じ習 慣 を身 に

つ ける よ うにな る こ とを期 待 してい ます。

前列 に座 って今 まで よ り もほ んの ち ょっ

と努力 しただ けで ，子 供 た ちは それ だ けの

ことが で きる よ うにな るので す。

*リ ンダ ・パ ックス トン ・グ リアー姉 妹 ，

6児 の母親 ， ユ タ州 プ ロボ在往 ， ワー ド部

初 等協 会教 師。
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な まえ

キー という 名前の ウ マ をも らい ま

した 。｢わ た しは,11キ ロも う ま
いえ かえ

にのって家 に帰 らな けれ ばな りま

せんて した。たいへんで した。そ
なが

んな に長いあいだうまにのるのは,

はUめ てだったか らです 。｣
ちよう ちい

ダ ン長ろうがまだ小さかったこ
ちよう とう

ろ,ダ ン長ろうのお父さん はステ
ぶ ちよう ちよう

一キ部 長 で した 。 ダ ン長 ろう は,
ぶ し ぶ い

あち こちのワー ド部や支部 に行く

のがすきて した。｢わ た したち は,
かいいん

会 員のみなさ'んにとてもよ くして
かいいん

いただきま した。会員のかたたち
しよくもつ

は,よ くいろいろな食 物 をUゆ ん
ほんとう しん

ぴ して くだ さ'いま した 。本 当 に親
せつ ひと

切 で,あ たたかい人たちて した。｣
はは がっこう せんせい

｢母 は ,学 校 の先生を していま

はは

した。母 はいろいろな ことをよく
し か じ

知 って い ま した 。そ して,家 事 の
し かつどう

ほかにも,市 のいろいろな活動 に
か ぞく か てい

さ'んか して いました。家族や家庭
なに たいせつ コ し

は何 よ りも大切 です。 しか し,市
かつどう

の活動 にさ んかす ることも とても
たいせっ はは お し

大切な ことだ と母 は教 えて くれ ま

した。
なに き とき ちぢ はは

何かを決 める時 には,父 も母も
かみ か ぞく

神さまにおいの りしました。家族
た

のいの りは,食 べることやのむ こ
おな せいかつ いち ぶ

とと同Uよ うに,生 活の一部 にな

っていました。わた しは子 どもの
かみ

ころから,神 さまがお られる こと
かみ

と,神 さまにみち びさ=をも とめら
し

れる ことを知 って いま した。
いえ なか

家の中は,し んこうてみちみち

』隔 幅_.凶d■
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さてな いことを しないようにして

いたために,わ た しは,あ んそ く
び し

日の ほんとうのせ いしんを知 るこ
にちよう び

とが で さ ま した 。そ して,日 曜 日
ひ

はほかの 日とはちがうことが,だ

んだん にわかってきま した。また,
ぴ

あんそく 日にふさわ しい ことをす
とき き も かん

る時 に,よ い気持ちを感 し'させ る
ちから

力があることも,わ かってきまし
び たいせつ

た。あんそく 日を大切 にす ると,
せいかつ なか かみ かん

生活の 中に神 さまのみたまを感U

る ことができ,い ろいろな ことが

かわ ってきます。そ して,そ の ほ
ひ せいかつ たす

かの 日の生活 にも,助 けがえられ
び たいせつ

ます 。あ んそ く 日を大切 に し,あ
び

んそ く日をさよくす ごす ごとがで
かみ

iきる よう にな る と,神 さ まの しゆ

う

くふくが受 けられ るようにな りま

す。｣
きようかい こ

教 会 の子 どもたちのため に,ダ
ちよう つぎ

ン長 ろう は,次 の よ うな メ ッセ ー
いちばん

ジを くだ さ'いま した 。｢一 番 す ば

ら しい しゅ くふ く は,ふ くいん に
せいかつ

したがって生活する ことからえ ら
おも とき

れ る と思 い ます 。時 に は,ふ くい
せいかつ

んに したがって生活する ことは,
お も

やさ しくないと思 うこともあるで
ちい

しょう 。で も,小 さ い ころか ら,
ぴ

あんそく 日をさよくす ごす という
まも

ようないましめを守 るようにす る
こうふく せいかつ

な らば,幸 福 な生活をおくる こと

ができ,た くさんの しゅくふくを
う

受 けることができます 。｣

翌
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むら とし し た や にん

む濃1廷鵬 器2ζ鞠讐 空完:二㌶群 要
し た 。

ひ し た や

ある日,仕 立て屋 さんはむすごたち をよんでいいま した。
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｢どれどれ,ど んなのがかけたかな。｣ジ ャンがのぞきこみました。
かみ うし み

するとシャルルは紙を後ろにかくして,い いました。｢見 ないでくれ。しょ
きん

う金をわたしにくれるならべつだがね。｣
おおごえ ふ こうへい きん

ピエールが大声でいいました。｢そ いつは不公平だ。しょう金をもらうの
がみ き

はわたしだ。わたしがかた紙を切りぬくのだから。｣
ふ く ひ と ひ と

｢ま てよ｣と ジャンがいいま した
。｢服 をぬ うのはわた しだぞ。一 はり一
きん

はり,て いねいにぬうのだ。 しょう金 はわた しのものだ。｣
はじ にん きようだい いちにちじゅう

こうしてけんかが始まり,3人 の兄 弟は一日 〔Pいいあらそいました。 や
よる あさ き

がて夜になり,朝 が来てもまだやめませんでした。そうこうするうちに,お
とう かえ とう にん こえ き

父さんが帰ってきました。お父さんは3人 のあらあらしい声を聞きつけて,
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｢かんたんですよ
。｣シ ャルルも小えだをおってみせました。

まえ
｢ピエール

,お 前もおれるかね 。｣

｢え え
,も ちろん。｣ピ エール も小 えだ をふたつにおりま した。｢で も,

いったいなん

それが一体何なのですか。｣
とう て

するとお父さんは,ほ うきを手にとりながらニッコリわらっていいました。

｢それじゃあ,こ のたばになっている小えだをおってみなさい。｣

むすごたちは,か わるがわるやってみました。でも,だ れもおることはで

きませんでした。
とう ぼん こ て

､お父さんは,お れた3本 の小えだを手にとっていいました。
きん じ ぷん

｢た しかに
,ひ とりでしょう金をもらうほうが,て いさいもいいし,自 分

ぶん おお こ おお ちから

のとり分も多い。しかし,こ の小えだのようにまとまっていれば,大 きな力
だ

が出せるのだ。｣
かお み あ

むすごたちは,は ずかしそうに顔を見合わせました。
たいせつ り かん

｢わたしたちは,大 切な時間をむだにしてしまった。もうおそすぎますよ,
とう

お父さん。｣シ ャルルはいいま した。
とう がみ

するとお父 さんはいいま した。｢そ んなことはない。.シャルル,か た紙を
ふ く じ き

テーブルにおきなさい。それからピエールが服地を切り,ジ ャンがぬうのだ。
ちから あ

力を合わせれば,す ばらしいドレスができるじゃろう。｣
にん きようだい ひ つぎ ひ ひ

それから3人 の兄 弟は,そ の日のばんから次の日の日ぐれまではたらいて,
きんようび

金曜日にはとうとうそのドレスをぬいあげました。
き い

おくさんは,そ のドレスをとても気に入ってくれました。しかしほかにも
き い きん ひと

っと気に入ったドレスがあったので,し ょう金はその人のものになってしま

いました。
にん き ようだい い え かえ 　

3人 の兄 弟は,だ まりこくって家へ帰っていきました。
とう

お父さんはいいました。｢だ いぶがっかりしているようじゃな。しかし,
まえ ちから あ つく

お前たちは力を合わせて,り っぱなドレスを作ったじゃないか。こんなにり

Jg
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第1回LDSス カ

ウトラリーに全国

から400名 が参加

□
昨 年 の末 日聖徒 スカ ウ ト

ジ ャン ボ リー に引 き続 き,

初 めての 末 日聖徒 スカ ウ トラ リ

ーが9月15日 の祭 日
,東 京 都江

戸 川 区江戸 川 河川 敷 にお いて 開

催 され た。 七 十人 第一 定員 会会

員 ロバ ー ト･L･バ ックマ ン長 老 を迎 えた

ラ リー には,曇 り空の下,北 海道 か ら沖 縄

までの ス テー キ部 の ア ロン神 権 指導 者 な ど

約150名 の参 加 と,東 京,埼 玉,神 奈 川,群

馬,愛 知 県連 盟 の カブ ス カウ ト,ボ ー イス

カウ ト約250名 の参加 を得 た。

日本韓 国地 域代 表 管理 役員 の ブ ラ ッ ドフ

ォー ド長 老 の提 示 に よ りエ リアス カウ ト協

議会 委員 長 の 田中健 治長 老が 中心 とな り企

画 され た もので,ア ロン神権 若 い男性 の活

動 の一部 で あ るボー イ スカ ウ トの 日本 にお

け る活動 状況 を,教 会 幹 部 に知 って頂 き適

切 な指導 を受 け,各 団の 友情 を深 め る こ と

を 目的 とす る もので あ った。 また 指導者 に,

ア ロ ン神権 若 い男 性 の活動 とボー ス カ ウ ト

活 動 の関係 を理解 して も らうた めの初 め て

の試 みで あ った。

当 日管理 された バ ックマ ン長 老 は,ボ ー

イス カ ウ トァメ リカ連盟 の理 事 で もあ り,

スカ ウ ト活 動 に は長 年 に わた り功労 の あ る

教会 幹 部 のひ と りで ある。参 加 した スカ ウ

トー 人 一人 と握 手 を交 わ し,自 らスカ ウ ト

と しての模範 を示 され た。

●東京都江戸川区江戸川河川敷 において開催さ'

れたLDSス カ ウ トラ リー

開 会行 事 の中 で田 中長老 はス カウ トの三

条 の誓 い(1.神 と国 とに誠 を尽 くし,｢お

きて｣を 守 ります。2.い つ も他 の入 々 を

助 け ます。3.体 を強 くし,心 を健 やか に,

徳 を養 い ます)を 紹 介 し,ス カ ウ ト活 動 の

意義 を説 明 され た。

また,バ ックマ ン長老 は最 後 に次 の よ う

に結 ばれ た。｢『備 え よ常 に』 『日々.の善行 』

な

1癌 瞬 驚
象
ー難

夢

蝿 〆

ギ 聾

難

撫

●バ ックマン長老か ら記念の参加綬 を受ける

スカウ トたち
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国
し も 日本 が 日本 人 の 宣 教 師 を1,000

名 送 り出 し,最 終 的 にモ ンゴル や 中

国 に向 けて10,000名 以上 の宣教 師 を派遣 す

る こ とが で きた な らば… …そ の時私 た ち は

夢 を実 現 す る第 一歩 を踏 み出 す こ とにな る

ので あ る。｣(ス ペ ンサ ー･W･キ ン ボール,

地 区代表 セ ミナー にお け る説教,1974年4

月4日)

キ ンボ ール大 管長 が 日本人 は中 国大陸 へ

伝道 に行 くよう に話 されて すで に9年 た ち

ま した。私 は今 か ら11年 前 に教会 員 とな り

ま したが,そ の 頃か ら中国 に伝道 に行 きた

い とい う強 い願 望が あ った ので,そ の年 の

4月,大 学 の中 国語 学科 に入 りました。 も

し中国伝 道 のた め に何 か お役 に立 て るこ と

が あれ ばい つで も主 の ため に奉仕 したい と

思 って い ま した。 しか し,日 本 にお け る中

国伝 道 の準備 は まった くな され てい ませ ん

で した。

3年 前,東 京 に神 殿 が建 った時,台 湾(中

華 民 国)の 教 会員 の 方々 も日本 に儀 式 を受

けに来 る と聞 い て少 しで も彼 らのた めに奉

仕 で きれ ば と思 い,休 職 し,半 年 ほ ど台湾

こ向けて
●台湾からのレボー ト

台北東ステーキ部

台北第1ワ ード部

小針 彰彦

の大学 で妻 と共 に中国語 を勉 強 し ました。

帰 国後,住 まいが神 殿 とか な り離 れて い ま

した の で十 分 とは 言 え ませ んが,台 湾 の

方 々が 来 られ た時 は微 力な が ら奉 仕 で きま

した。

も うそろ そろ中 国伝道 の準 備 が始 まるだ

ろ う と思 った ので すが,一 向 にそ の気 配 が

な く,こ の ままで はい つ までた っ て も中国

伝 道 は進 まな い と感 じ ました。 それ まで,

町 田 ステー キ部 内 で中 国語 同好会 や 中国研

究 会 な どを通 して若人 に中 国語 の学習 や 中

国研 究 につ い て呼 びか け を して きま した。

しか し この行 動 の みで は十分 中 国伝道 を押

し進 め るこ とが で きな い と思 い,ず っ と悩

んでい ました。

あ る時教義 と聖 約第58章26節 か ら28節 の
ことこと

｢見 よ
,わ れ汝 らにすべ て の事 を悉 く命 ず

し とう よ

るは至 当な らず。 … …人 は努 め て善 き業 に
な

従 い,多 くの事 を その 自由意 志 に よ りて為

し,多 くの正 し き事 を為 し遂 げ よ｣と い う

聖句 が 目 に留 ま り,何 か で胸 を差 し貫 かれ

る思 いが し ました。何 か の行 動 を起 こす よ

うに指示 を受 ける まで何 もせ ず怠惰 な気 持

62
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じ額 で した。私 た ち はその時,主 に守 られ

て いる こ とが は っ き り分 か りま した。 そ し

て主 のた め に もっ と頑張 らな けれ ばな らな

い と思 い ま した。

最近 にな って 日頃 の アルバ イ トの や り過

ぎ と暑 さのた めに私 は とう とう倒 れ て し ま

い,激 痛が あ りま した。 医者 に診 て もら う

と尿道 管結 石(尿 道 に石 が た まる病気)と

い うこ とで した。 石 の大 きさ を調 べ るの で

レ ン トゲ ン を撮 る と言わ れ ました。翌 日,
いや

私 は伝道 部長 よ り癒 しの儀 式 を受 けま した。

す る と次 の 日,痛 みが止 ま り,病 院 で レ ン

トゲ ン撮 影 を したの です が石 が ど こに も見

当た らな い と言 うのです 。医 者 は首 をか し

げ るばか りで,ど こに も悪 い所 が な いか ら

す ぐ帰 るよ うに言 われ ま した。 また家族 も

疲 れか らいろい ろ な病 気 にか か りましたが,

主 か ら祝 福 され て皆健 康 を快復 し ました。

台 湾 は第2次 世 界大 戦終 了 まで の50年 余

にわた り日本 が統 治 し,教 育 も日本 語 で行

な われ て き ました。戦 後,台 湾 は中国 に返

還 され,言 語 は中国語 とな りました。 しか

し今 も 日本語,台 湾語 はで きて も中国語 を

聞 き,話 す こ とので きな い人 々が い ます。

台湾 の伝 道部 で は これ らの人 々 に伝 道 す る

た め に,日 本 人宣 教師 を必 要 として い ます。

これ らの人 々 には 日本 語 を使 って しか福 音

を宣 べ伝 え られ ない ので す。 もちろ ん伝 道

す る時 は 日本 語 だ けでな く,一 般 の人 々 に

は中国語 で も伝道 す るの です が,中 国語 の

方 は3カ 月 もす れ ばあ る程 度話 す ことが で

きる と日本語 の上 手 な台湾 の伝 道部 長 は語

ってい ます。 また,さ らに 日本 人 の宣教 師

が台 湾 に召 され るの を一 日千秋 の 思 いで待

ってお られ ます。

台 湾 での伝 道 ばか りで な く,時 至 って 中

国大陸(中 華 人 民共 和 国)が 福音 の 門戸 を

開 き,日 本人 宣教 師 が その地 を訪 れ る時 こ

そ,キ ンボー ル大管 長 の ビジ ョンが 現実 と

な る時 な のです。(こ ば り･あ き ひ ご)

異国の地(台湾)に召され

瀟謹 灘 歎 一
め り 　 ぽ

麹畷 脇;

藤繊
鞠 購凱辮

讐
難 窪霧灘lll}1

翫 轟
セ

貼 葦葺寮昏再〃､｢

台湾高雄伝道部
名古屋西ステーキ部岩倉支部出身

丹 羽 敦

囹
年 の4月,異 国の地 で あ る台 湾 に専

任 宣教 師 として召 され ました。 台湾

の兄 弟姉妹 や 日本 に い る私 の家 族,そ して

主か らの愛 と励 ま し,助 け を得 て神 様 の み

業 に励 む こ とがで きます ことを深 く感謝 し

て い ます。

昨年 の11月,父 を軟骨 肉種(ガ ン)で 亡

くして,私 と母,そ して寝 た き りの 身体 障

害 者 で ある弟 との3人 家族 とな り,伝 道 に

出 られ るか心配 してい ました。 しか し幸 い

に も,母 は私が 伝道 に出 るの を快 く許 して

くれ,そ の上 し っか りや って きな さい と励

ま して くれ ま した。 母 の思 いや り と愛 を う

れ し く思 って い ます 。

名 古屋 か ら召 され た最 初 の9日 間 は,東
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す る者 を豊 に愛 す べ し。｣(教義 と聖約112:

10-11)

神 は生 きて お られ ます。私 た ち を導い て

祝 福 を与 えて下 さる神 に感謝 してい ます。

(にわ･あ つ し)

日本語と中国語の伝道

台湾高雄伝道部
横浜ステーキ部横浜第1ワ ード部出身

土持 博徳

國
めて 中国語 に触 れた の は,約2年 前

の こ とです。 それ まで は まった く中

国語 を勉強 した経験 が な く,中 国人 の風俗

習慣 な どの知識 も きわ めて乏 しい もので し

た。 けれ ども,い つの 日か 中国 で伝道 した

い とい う気 持 ち と短 期 間 に中国語 を理 解 し,

話 せ る よ うにな りたい との強 い思 いか ら奮

起 して台湾 へ渡 りま した。

まった く何 も知 らな い地 へ ひ と りで行 く

のは とて も不安 で した。 日本 で小 針兄 弟 か

ら紹介 してい ただ いた台北 にい る林 さんが

唯 一 の頼 りで,そ の方 か らの好意 と援 助 に

よっ て1カ 月後 に は無 事,台 北 国立師 範大

学 の国 語セ ンター に入 学 す る こ とがで きま

した。

ここで の授 業 はす べ て中 国語(北 京 語)

で行 なわれ る ので初 め の間 は まった く先生

の話 が理 解 で き ませ んで した。 それ で毎 日,

授業 のた めに3倍 の時間,予 習,復 習 を続

け ました。 そ の内 に段 々 と先 生 の言 って い

る こ とが分 か って きた時 は なん ともい えな

い うれ しさが込 み上 げて きま した。

また毎 週 日曜 日,台 北 の教 会 に行 くこ と

に よ り,言 葉 が あ ま り分 らな くて も教 会 の

い ろ いろ な活 動 に参加 し,中 国人 の 中 に積

極 的 に入 って い くこ とに よ り,言 葉 だ けで

はな く,風 俗 習慣,民 族性 とい った もの を

じか に学 ぶ こ とがで きま した 。

中国人 と日本人 は同 じ東 洋人 です ので姿

形 は似 か よって い ますが,風 俗 習慣,民 族

性 となる とその違 い の大 きさに驚 き ます。

しか し,こ の よ うな違 い が あ って も教会 の

い ろい ろな活 動 を通 して彼 ら と接 してい く

内 に,共 に同 じ神 様 の子供 で あ り,キ リス

トの下 に あって ひ とつ にな る こ とがで きる

とい う思 い を強 く致 しま した。 また台北 の

会員 か ら受 けた数 々 の素晴 ら しい模 範 や愛

は いつ まで も忘 れ る こ とはで きませ ん。

現 在 自分 の夢,希 望 が かな っ て主 の直 接

の僕,宣 教師 と して 中国 の人 々 に福 音 を伝

える機会 が与 え られ てい る こ とに深 く感 謝

してい ます。

台 南で伝 道 してい た時,あ る家族 に 日本

語 で レ ッス ン をす る機 会が あ りま した。 御

主人 の郭 さんは 旧 日本 軍 の通訳 を して いた

ζ ともあ って北 京語 よ り日本語 の方 が よ く

理解 で き ます 。奥 さん も 日本語 が よ く分 り

ます ので すべ て の レ ッス ンを 日本語 で しま

した6郭 さんは今年64歳 にな られ ます。18

年前病 気 をき っか けにキ リス トを信 じる よ
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っ た生活 をす るな ら必 ず やそ の模範 に よっ

て育 って くれ るだ.ろう と信 じ,努 力 して き

た つ も りで す し,今 もその気持 ちに変 わ り

あ りませ ん。 それが故 に,長 男 には こうあ

って ほ しい,こ うあるべ きだ と期待 をか け

て しまい,そ れ が子供 に とって負担 にな っ

て い る こ とを知 った 時,自 分 の子育 ての至

らな さを恥 じま した。4人 の子 供 に はそれ

ぞ れ違 った個 性 が あ り,育 て て いて とて も

楽 しい もの です。 そ うは言 って も,ふ た り

目が 生 まれ た時 が一番 大変 で した。神 に絶

対 の信頼 をおい て祈 り,努 力 す る こ とに よ

って導 きが得 られ,子 育 ての 要領 も分 か っ

て くるよ う･にな ります と,3人 目か らは何

人生 まれて も同 じ と思 え るほ どにな りま し

た。

長 男が 生 まれ た頃 は,教 会 の 中で小 さい

子供 が い るの は私 た ちだ けで したの で,子

供が 動 く と霊 的 雰囲気 が な くな るか ら決 し

て 自分 の手元 か ら離 さない よ うに と言 わ れ

た ことが あ りま した 。 その時 は 自分 自身 の

こ と以上 に身 を切 られ る思 いで した。 母親

に とって 日曜 日は,一 番 気疲 れ す る 日で す。

子供 が風 邪 を引 い て教 会 に行 か れな い 日は,

ほっ と して うれ しか った こ ともあ りました。

私 た ちに も生 活 の波 が あ るよ うに子供 に も

波が あ ります。 あ の子 は静か に して い るか

ら良 い子,こ の子 は騒 ぐか ら悪 い子 と思 い

が ちで すが,気 を付 けな けれ ばな らない こ

と と思 い ます。 子供 に もい ろい ろな タイ プ

が あ って,言 わ れ な くて も静 か な子,言 っ

て す ぐに聞 く子,言 って も言 って も聞か な

い子 と様 々 です が,言 って もな かな か聞 か

な か った子 が,あ る 日突 然言 い続 けてい た

こ とを聞 き分 けて くれ た時 の うれ し さは,

例 え よ うが あ りませ ん。 また,こ れ まで祈

り続 けて きた ことが 聞 き届 け られ た ことに

よって今 までの 苦労 も一遍 に吹 き とんで し

まい ます。 この｣件 か ら,祈 り続 ける こ と

の大 切 さ を子供 か ら教 え られ ま した。

良 い子 は良 い子 な りに得 る ものが あ りま

す が,わ んぱ くで あれ ぼあ るほ どそ の子 か

ら得 る もの,教 え られ る こ ともた くさ んあ

ります し,謙 遜 に して くれ ます。 また人 の

良 い所 を見 つ け るよ うに教 えて くれ たの も

子供 で した。

教 育 に は時間 がか か る と言 った人 がい ま

す。 何 で も短時 間で や ろ う とす る と無 理が

きて失 敗す る ことが 多 く,親 が焦 れ ば焦 る

ほ ど子供 は親か ら離 れ てい くよ うで す。焦

らず に心 をか けて人 の子 を見 る余 裕 を持 っ

て育 て られ た らといつ も思 って い ます。

自分 の子供 だ けで な く,ま た教 会 内の子

供 た ち一人 一人 に関 心 を払 い,声 をか けて

励 ま して あ げた り,注 意 を して あ げる こ と

に よって,教 会 内 の敬 度 さを育 む こ とか で

き るので はな いで しょ うか。 どの子 も神 の

子 と して見 る ことが で きる ようにな る な ら,

子供 たち を適切 に助 け られ る と思 い ます。

支部 評議 会 の時,子 供 た ちが うるさ くて

と言 われ た こ とが あ ります。 評議 会 の後 で

ある兄 弟 は,｢私 は子供 の こ とは気 にな らい

が,昔 少女 だ った人 の ひそ ひ そ話 の 方が も

っ と気 に な る｣と 言 い ました。 とて も耳 の

いた い言葉 で した。

4人 の子 供 に等 し く心 をか けてい な い と,

時 々失 敗 します 。次 男 は最近 良 い状態 だ と

思 って,わ ん ぱ くな三男 に集 中 して い る と,

ポ ッ と何か 問題 を起 こして しまい ます。 ひ

とりが 良 けれ ばひ と りが 良 くな か った りで,

4人 一 緒 に良か った り悪 か った りす る こ と

はあ りませ ん。 です か らい つ も4人 平 等 に
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シ ョックで1週 間 食事 が の ど を通 らない人,

眠 れな い人,ふ さ ぎ込 む人,怒 りっぽ くな

る人 な ど様々 で した 。

私 は家 に帰 って も,会 社 の 閉鎖 につい て

は憂 慮 して いた もの の,教 会 の責任 が あ り

毎 日忙 し く働 いて い ました。 特 に私 は東京

神殿 が オー プ ン して以来,毎 週火 曜 日の夜

は神 殿 で の責 任 を果 た して きま した 。妻 も

よ く協 力 して くれ,い つ も車 で駅 まで送 り

迎 えして くれ ます。 そ の 日は いつ も夕食 を

取 る と夜 の11時 半頃 にな ります が,休 まず

続 けて い ま した。 その ほか に妻 も私 もス テ

ー キ部 の責任 が あ りま したので ,会 社 の こ

とばか り心 配 す る訳 に もいか ず,食 事 をお

い し くい ただ き,ベ ッ ドに入 る と疲 れ て ぐ

っす り と眠 るいつ も と変 わ らぬ 日々 を送 っ

てい ました。

ある 日妻が｢私 た ち も教 会 の教 え を知 ら

ず,責 任 を持 って い な けれ ば心 配 で病気 に

で もな りかね な いで しょ うね。 これだ けで

も祝福 で すね｣と 言 い ま した が,ま った く

その通 りだ と思 い ま した。 しか し,私 が こ

れ ほ ど落 ち着 い てい られ たの に は,私 た ち

家 族 が守 られ て い る とい う もうひ とつ の証

が あっ たの です。

会社 の閉鎖 発表 の3日 前,あ る会社 の部

長 が 我が 社 を訪 問 され,そ の方 と話 を して

い た時 の こ とで した。 その時,こ の会 社 の

責任 者 と会 う約束 を得 る よ うに心 が動 か さ

れ ました。私 はそれ が みた まの導 きの よ う

に感 じま したの で,(主 の導 き を受 け る時

は,最 後 まで その意 味が 完全 に理 解 で きな

い こ ともしぼ しば あ りましたの で)何 の 用

件 で会 うの か分 か らな い ま ま面会 の お願 い

を しま した 。 この ことがあ った た め,閉 鎖

の話 を聞い た時 に す ぐ,就 職 の件 で神 が 前

もって道 を備 えて下 さ った と感 じま した。

それ で社長 と会 う前 に,社 長 自身 とそ の会

社が 関心 を示 す と思わ れ る試作 品 を急 いで

作 りました。 このサ ンプ ルは1平 方 メー ト

ル ほ どの もの で すが,妻 も ミシ ンでブ ルー

の布 カバ ー を作 って くれ ました。

い よい よその会社 の社 長 と会 う 日,断 食

を して 出向 き ました。 サ ンプ ル を持 って社

長室 に入 る と重役 の方 が遠 くか らふた り来

られ て いて,彼 らに私 の試 作 品 を見 て もら

う ととて も気 に入 られ喜 ばれ ました。｢会社

が閉 鎖 した ので私 は どこに務 め るか分 か り

ませ ん｣と 話 しま した ら とて も驚 かれ,社

長 も重役 の方 も我 が社 に とって は良 いニ ュ

ー スだ と言 って笑 ってい ました。｢良か った

らぜ ひ我 が社 に｣と 親 切 に言 っ て下 さい ま

したが,そ の場 で は返 事 をた め らい ま した。

なぜ な らあ ま りに も職 種 が違 っ てい たか ら

です 。

夕方 にな って社 長 と部長 とで料亭 に行 き,

酒 を飲 む段 に な りま した。 私 は ク リスチ ャ

ンで あ り知恵 の 言葉 を守 って い る こ とを伝

え ました。社 長 は最初 けげ んそ うに聞 い て

い ましたが,決 して社 長 を軽 ん じて酒 を断

わ って い るので は ない こ とが 分か る と本 気

で私 の話 を聞 いて下 さい ました。 そ して帰

る頃 に｢大 坂 さん は魅 力 的 な人 です。 あ な

た の よ うな人 は初 めてで す｣と 言 わ れ ま し

た。 お そ ら く,私 の ように社長 に酒 を勧 め

な い よ うな客 は初 めてだ った の で し ょう。

また,｢近 日中 に部長 と ドイ ツへ市場 調査 に

行 って くれ ませ んか 。 そ うす れ ば うちの会

社 の業界 を理 解 していた だ く上 で参 考 に な

る と思 い ます。 けれ ど も就 職先 を決 め るの

は 自由に,他 社 で も好 きな よ うに選 んで下

さい｣と 言 われ ました。私 は この言葉 に感
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